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令和６年３月予算審査特別委員会 

 

令和６年３月１２日（火曜日） 

 

 

◎ 出欠席委員氏名 

 

     石  垣  光  洋  委員長       東 海 林  信  弘  副委員長 

 

出 席 委 員（１２名） 

 １番 安 達 智 勇 委員  ２番 漆 山 光 春 委員  ３番 安孫子 真 弥 委員 

 ４番 東海林 信 弘 委員  ５番 石 垣 光 洋 委員  ６番 増 川 憲 一 委員 

 ７番 木 村 章 一 委員  ９番 鈴 木 英 友 委員 １０番 林     智 委員 

１１番 奥 山 英 幸 委員 １２番 吉 田 芳 美 委員 １４番 細 矢 誓 子 委員 

 

欠 席 委 員（１名） 

 ８番 佐 藤 修 二 委員 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 田 川 美和子 事 務 局 長  鈴 木 淳 子 主 幹 

 須 藤 隆 一 議 事 係 長  嶋 田   愛 主 査 

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 板 坂 憲 助 教 育 長  真 木  雄 監 査 委 員 

 須 藤 俊 一 
防災・危機管理監兼 
総 務 課 長  真 木 秀 章 防災危機管理課長 

 日 塔 俊 浩 空き家対策主幹  牧 野 隆 博 
政 策 推 進 監 兼 
企 画 財 政 課 長 

 佐 藤 晃 一 まちづくり推進課長  今 田 史 明 生活環境企画主幹 

 今 部 憲 治 税 務 町 民 課 長  矢 作   勲 健 康 福 祉 課 長 

 池 田 恵 子 子育て支援主幹  宇 野   勝 
農林振興課長併 
農業委員会事務局長 

 軽 部 広 文 商 工 観 光 課 長 

 

 

 土 方 一 郎 都 市 整 備 課 長 

 大 泉 正 博 上 下 水 道 課 長  軽 部 昭 博 
会 計 管 理 者 兼 
会 計 課 長 

 秋 場 弘 昭 学 校 教 育 課 長  日下部 敦 子 生 涯 学 習 課 長 
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 鈴 木 淳 子 監査委員事務局長  庄 司 祐 一 
総務課長補佐兼 
働き方改革推進係長 

 丹 野 晋 尚 
企画財政課長補佐兼 
財 政 係 長   

 

◎ 委 員 会 日 程 

 

令和６年３月１２日（火） 午前９時開議 

 

 委員会日程第２号 

   日程第１   付託案件の審査、採決 

     議第１０号  令和６年度河北町一般会計予算について 

延  会 

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第２号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○石垣委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員は８番佐藤修二委員で

あります。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   本日の委員会日程は、お手元に配付のとお

りであります。 

○石垣委員長 日程第１、付託案件の審査、採決

を行います。 

   議第10号令和６年度河北町一般会計予算に

ついての質疑を続けます。 

   委員長から申し上げます。質疑の際は、最

初にページ、款項目節を示して、質疑の内容

を簡潔明瞭にお願いします。また、答弁する

側も簡潔明瞭に答弁をお願いします。 

   令和６年度河北町一般会計予算の歳出の１

款議会費から４款衛生費までの質疑を行いま

す。 

   それでは「１番安達智勇委員」 

○安達委員 よろしくお願いします。 

   予算書の74ページ、75ページ、４款１項３

目環境衛生費の中の３、環境衛生対策費につ

いてです。それの河北町猫の不妊去勢手術費

補助金について教えてください。 

   令和４年度の決算書を見ると、補助件数が、

不妊手術44件、去勢手術24件、合計68件で46

万7,800円の補助となっておりますが、令和

６年度の予算では55万円の計上になっており

ます。この理由について教えてください。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 おはようございます。 

   ４款１項３目の環境衛生費の環境衛生対策

費になります。この不妊去勢手術費補助金に

なります。令和４年度につきましては、先ほ

ど議員の方がおっしゃいましたように68件あ

りまして、その中で、飼い猫については36件、

飼い主のいない猫については32件の合計68件

でした。これについて令和５年度も申し上げ

ますと、１月末時点ですけれども、飼い猫の
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ほうが29件、飼い主のいない猫のほうが35件、

合計64件という件数になっております。１月

末ですので、今からもう少し増えるというこ

ともあります。 

   件数的にかなり増えている状況ではありま

す。これについては、制度のほうが４年度か

ら始まりまして、それの周知ですかね、そち

らのほうが浸透してきたというようなことで

考えておるところでおります。 

   以上です。 

○石垣委員長 「１番安達智勇委員」 

○安達委員 ありがとうございます。 

   この不妊手術、去勢手術、双方ですが、補

助は幾らぐらいまで出るんでしょうか。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 実際の手術費ですけれ

ども、それぞれ、雌の場合ですと１万2,000

円とか２万円を超える手術のようです。雄に

ついては6,000円とか１万円とか超えるもの

もございます。それぞれの手術によってばら

ばらになっております。 

   補助額については、飼い猫の場合は手術に

要した経費の３分の１、または、雌の場合は

１万円、雄の場合は5,000円のいずれか低い

額ということになっております。あと、飼い

主のいない猫の場合は補助率違いまして、手

術に要する額、または、雌の場合は１万円、

雄の場合は5,000円のいずれか低い額という

補助率ということになってございます。 

○石垣委員長 「１番安達智勇委員」 

○安達委員 ありがとうございます。 

   今ちょっとお話にもありましたが、飼い主

のいない猫がいて少々困っているような状態

とか、そういう状態のときは、そもそも通報

先というか連絡先はどこになるんでしょうか。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 基本的になんですけれ

ども、動物愛護の観点から、飼い主の分から

ない動物の捕獲というのはできないことにな

っております。また、保健所や役場で、飼い

主の都合によって安易な引取りというのも原

則受け付けないということになっております。 

   野良猫を見かけたという場合については、

そっとしておくことが原則になりますけれど

も、ただし非常に弱っている猫がいたとか、

そういった場合については、保健所に連絡し

て保護するということになってございます。 

   また、近所に多頭飼育とか野良猫がいっぱ

いで、家の中にふん尿がされるとか、困って

いるというようなことがあるかと思います。

そういった場合には役場に連絡していただく

と、こちらのほうでこの原因者の方に訪問い

たしまして、指導というか、行います。そし

て、この補助金があるということもお知らせ

して、これらを活用してほしいということで

周知、指導をしているというところになりま

す。 

   以上です。 

○石垣委員長 「１番安達智勇委員」 

○安達委員 ありがとうございます。 

   今お話いろいろいただきましたが、これら

の内容の周知はどのような形で行っているの

でしょうか。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 補助金の周知ですけれ

ども、広報かほく、あとホームページのほう

で周知しているところです。５年度について

は７月15日号の補助金についてのお知らせ、

あと９月15日号に動物愛護週間というのがあ

りますので、それらに合わせた形で犬とか猫

を飼っている方への適切な飼い方についての

お知らせ、あと、もう一度補助金の周知とい

うことで５年度にはやっているというところ

でございます。 

○石垣委員長 「１番安達智勇委員」 

○安達委員 ありがとうございます。 
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   そうですね、ふん尿とかの迷惑行動という

ところもありますが、やはりこの制度がない

と、事故とかで命を失うかわいそうな猫とか

も出てきますので、この件よろしくお願いし

ます。 

   以上で終わります。 

○石垣委員長 以上で１番安達智勇委員の質疑を

終わります。 

   次に、「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 よろしくお願いします。 

   74、75ページ、４款１項３目、説明の１番、

生活環境総務費の中の河北町地方バス路線維

持費補助金についてです。 

   先週の予算状況調査のときの説明では、寒

河江駅河北病院線が４月から土曜日の便がな

くなることについて、谷地高の行事がある日

などについては、山交バスと協議してバスを

出してもらうようにするという話だったんで

すけれども、現在の協議の状況と今後の見通

しについて教えてください。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 ４款１項３目の生活環

境総務費の地方バス路線維持費補助金のもの

になります。 

   山交バスについては、６年の４月１日から

土曜日の分が全便運休になると、減便になる

ということで山交のほうから来ております。

広報にも、３月１日のほうにお知らせしたと

ころですけれども、減便になりますので、こ

ちらについてやっぱり乗っている方もござい

ます。あと通学の面で、谷地高の通学の便も

ありますので、そちらについては山交のほう

とも協議とかしておりまして、今現在、谷地

高の土曜日の学校とかあるときなんですけれ

ども、１回当たり幾らということで補助金で

すね、町のほうから補助金が出ておりまして、

その補助金の中で対応してもらっているとい

うようなところになっております。 

   山交のほうでも、土曜日については、谷地

高が学校があるときに申請あれば、土曜日の

バスは出すということで対応してくれるとい

うことで、確認はしているところでございま

す。 

○石垣委員長 「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 谷地高の通学、土曜日がある日に

ついては協力してくれるということだったん

ですけれども、その一方、河北町から山形に

通う高校生もいるわけなんでした。天気のい

い時期であったり日であったりは、自転車で

行ったり、または親から送迎してもらうとい

う方もいらっしゃると思うんですけれども、

天気の悪い日、冬、雪が積もっている時期な

どについては、どのようにお考えだったでし

ょうか。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 いろんな通学の仕方が

あるかと思います。それについては、今のと

ころ手だてというようなことは、ちょっとな

いことになるんですけれども、今後、山交の

ほうとも検討をしていければと思っておりま

す。 

○石垣委員長 「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 別の項目で公共交通の再構築につ

いてということで予算計上されておりますけ

れども、河北町の弱点である公共交通がます

ます不便になってしまわないように、早急な

対策をお願いできればと思います。 

   以上で終わります。 

○石垣委員長 以上で３番安孫子真弥委員の質疑

を終わります。 

   次に、「４番東海林信弘委員」 

○東海林委員 そしたら、私から１点質疑させて

いただきます。40、41ページ、２款１項３目

会計管理費。 

   会計管理費の来年度の予算としては、レジ

スターの新紙幣に対応をする作業があるとい
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うことで議案調査のほうでお伺いしておりま

す。私がここで聞きたいのは、会計課の業務

を遂行する上で３名の職員の方がおられると

いうことで、なかなか今、昼ですとか、金融

機関が昼休み時間になってしまって、窓口業

務が大分逼迫しているというか、混んで大変

対応に困っているということをお伺いしてお

ります。ましてや５月、６月になれば、納付

業務もいろいろ庁舎の窓口で会計担当として

しなきゃいけない業務もあるということで、

非常に業務が大変な、過度な業務になってい

るのかなということで、つくづく実感してお

ります。 

   それで、私も令和５年予算のときにも、一

度会計課の職員の配置についてということで

質疑させていただきましたが、今回も令和４

年度の監査、決算審査の監査の指摘事項の中

にも、人的配置の増などによってさらなる負

担軽減を図ることが見込まれるということで

指摘されております。その辺について、会計

課の窓口、職員の体制を含めて、本当は所管

課の課長からお聞きしたいんですけれども、

ちょっと答えづらいと思いますので、副町長

のほうから、その対応と来年度の対応をお伺

いしたいと思います。 

○石垣委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 東海林委員のご質問にお答えいた

します。 

   ご指摘のとおり、会計課の窓口の業務の状

況について、監査の折にもお話はいただいて

いるところでございます。時期的というか、

特定の時期に非常に混み合うということも承

知しております。一方で、様々な収納の仕方

ということで、そちらの検討も併せて進めて

おりまして、河北町でこれまで対応できてい

なかったコンビニ収納関係、そちらのほうに

つきましても検討させていただいております。 

   金融機関がここに来まして、昨年から特に

なんですが、昼休み時間帯を設けるようにな

ったと。最初１つの銀行から始まったんです

が、それが広がっているという状況になって

おりますので、そういった状況変化も考慮し

て対応はしていきたいというふうに考えてお

ります。 

   直ちに人員増ということになかなか難しい

面もございますので、収納窓口、複数ござい

ますので、そちらで連携を取れないものかな

ということも併せて検討していきたいと思っ

ております。 

○石垣委員長 「４番東海林信弘委員」 

○東海林委員 また連携、他の部署との連携とい

うことで副町長から答弁ありましたけれども、

前回も私質疑したときにも、ほかの課の連携

を受ける、手伝いしてもらうという話もいた

だいています。今回も、コンビニ収納とかい

ろいろ、まだまだちょっと先の話だと思いま

すので、ぜひその納付期間、すごく混雑する

ときをめどに、そこら辺でやっぱり人員配置

をプラスしていただければ、まだまだ業務の

効率もよくなって改善できるのではないかと

いうことを思いますので、ぜひ、まだ職員の

配置とか全然確定はしていないと思いますの

で、令和６年４月からの職員配置、その辺も

考慮していただければと思います。 

   以上で終わります。 

○石垣委員長 以上で４番東海林信弘委員の質疑

を終わります。 

   次に、「６番増川憲一委員」 

○増川委員 予算書の36ページ、37ページ、２款

１項１目３節の給与表の時間外勤務手当につ

いてお伺いします。 

   本年度、６年度の予算は3,850万円。昨年

度と変わりはないんですけれども、令和３年

度より300万円増加しております。職員の数

ですけれども、正職さんで令和６年度４月１

日には155名になる。令和４年度の決算では
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153名で、令和３年度の決算のときには151名

と、職員の人数増えているわけですけれども、

時間外の予算というのは、働き方改革を取り

組むべきであれば、ほぼ減額するというのが

行われてもおかしくないと思うんですが、そ

の辺どのようにお考えでしょうか。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 今、増川委

員のほうからお話あるとおり、今年度は

3,850万円を計上させてもらいまして、前年

と同額でございました。今回のこの予算を計

上するに当たりまして、過去６年の平均とい

うものを取った中での予算計上をさせていた

だいたところです。なかなか毎年度人員の増

減はあるものの、やっぱり年々その都度で、

例えばコロナがあったり災害があったり、い

ろいろ、いざというときにそういった時間外

の確保という部分については、より柔軟な部

分も持ち合わせないと、なかなか業務が滞っ

てしまうという部分もありますので、その辺

を考慮した中で、過去の平均額ということで

させていただいております。 

   ただ、働き方改革という観点で労働基準法

などにも照らし合わせながら、職員の時間外

勤務というものについては、原則月45時間で

年360時間以内といったものがありますので、

そういったものをしっかりと管理しながらで

すけれども、各所管の課長を中心とした管理

職のほうが、そういった職員管理、あるいは

健康管理というものを持ち合わせた中で、仕

事のめり張りをつけた中でのそういった職員

の意識改革というものも、組織全体で取り組

む必要があるのかなと考えています。 

   以上です。 

○石垣委員長 「６番増川憲一委員」 

○増川委員 コロナの対策も大分落ち着いてきて

いるとは思うんですけれども、ワクチン接種

も全員というわけにはいかなくなってきてお

ります。そこでなんですけれども、今年度の

3,850万円という予算を組んだ中には、町の

作業の中で、どういうものがこの時間外手当

に該当してくる、例えば昨年度ですと、私た

ちの町議選挙があって、その時間外手当は多

分増えたとは思うんですけれども、令和６年

度はどういうことが考えられますか。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 日中の平時

で終えない部分の継続的な時間外という部分

も積み上げが当然あるわけですけれども、そ

のほかにも、今年度あるいは前年以前につき

ましてはコロナの業務があったり、あとは災

害の業務、あとは国のほうの追加の業務とい

いますか、新規の業務なども年度の途中で加

わるようなことも、これまで多々ございます

ので、そうしたものも含めた中で、一般会計

のほうで行っている幅の広い業務全般にわた

ってなんですけれども、そういった時間外と

いうのは種別、なかなか今個別の部分では難

しいんですけれども、そうしたものを積み上

げる部分の費用ということで、時間外全般に

わたるものになります。 

   なお、この3,850万の中には、選挙に関わ

る、選管に関する部分、投票事務とか開票事

務のほうはまた別枠で、選挙のほうで時間が

別にありますけれども、それ以外の選挙管理

に関する業務なども含まれております。 

   以上です。 

○石垣委員長 「６番増川憲一委員」 

○増川委員 令和６年度、町の一大行事でありま

す70周年記念事業、これはいろんな課にまた

がるわけなんですけれども、そちらのほうも

各課が協力し合って、できる限り時間外、ど

こかに負担が寄るというわけではなく、やっ

ぱり満遍に皆さんで協力して作業できるよう
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な状況をつくり上げて、働き方改革をより一

層進めていただければと思います。 

   私の質問はこれで終わります。 

○石垣委員長 以上で６番増川憲一委員の質疑を

終わります。 

   次に、「７番木村章一委員」 

○木村委員 40ページ、２款１項３目の会計管理

費ですね。これは今、同僚委員からありまし

たので、これはあれですね。各金融機関が昼

時間窓口を閉めて、町に来客が集中するとい

うのは、もうこの流れというのは変わらない、

各金融機関が、コロナも終わったので昼休み

開けるようにするとか、そんな方向には戻ら

ないという見通しを持っているのかどうかお

聞きしておきたいと思います。 

   42ページ、２款１項４目公共施設維持修繕

基金の中で、令和５年当初予算では2,100万

余りでしたが、当年度は1,000万余りという

ことで、定住促進住宅の家賃収入から管理経

費などを引いた分を積立てをするというふう

にしてきましたが、今年もそういった引き算

の中での、６年度もこの金額が算出されてい

るのかどうかお聞きしておきたい。 

   44ページ、２款１項８目の地域振興総合交

付金でありますけれども、敬老事業について

中身を変更すると聞いておりますが、ちょっ

と中身について改めてもう一度説明してくだ

さい。 

   それから、ごみステーション管理について

も新たに設けるということですが、その中身

を説明していただくと同時に、衛生指導員報

酬というのがこれまでありますが、それとの

関係、使い方、どのように考えているか説明

してください。 

   それから、46ページ、２款１項９目の空き

家利活用のパンフレットと、それから48ペー

ジになるんですけれども、同じ２款１項９目

の空き家対策パンフレットが、似たような金

額で30万円弱でそれぞれあるんですけれども、

どんな関わりなのか。似たようなものであれ

ば、一緒にして中身を充実させるなどという

方法もあると思うんですが、どうでしょうか。 

   66ページ、３款１項２目児童福祉総務費に

あった放課後児童クラブ費が、教育費の10款

１項７目のほうに移っておりますけれども、

中部小学校のミーティングルームを新たに放

課後児童クラブの施設として使うという大き

な動きをして、こちらの児童福祉総務費から

教育費のほうに移したという、これ町長、ど

んな狙いがお持ちなのかと、町長の考えなの

か副町長なのか分かりませんが、どんな狙い

があったのかをお聞きしておきたいと思いま

す。ちょっと心配なところがあるというので、

お聞きしておきます。 

   68ページ、３款２項５目、副食費の無料化

がどこに含まれているか説明していただきた

いということと、あと、認定こども園の整備

事業費補助金の内訳をお聞きしておきたい。

今度認定こども園が４つになりますかね。そ

の整備事業費補助金がどんなふうな内訳か説

明してください。 

   72ページ、４款１項２目の予防接種費なん

ですけれども、コロナ接種に、これまでは無

料でコロナのワクチン接種を受けていたんで

すけれども、ちょっと分かりにくいといけな

いので分かりやすく、どんなふうになります

となるのか、説明してください。 

   それから、72ページ、４款１項３目、町の

タクシー利用助成でありますけれども、令和

５年度利用状況と、それを受けて土日の運行

はどうかと、そういうニーズは結構出てきて

いると思うんですが、あと利用時間長くする

とか、行き先をもうちょっとフリーに使う、

フリーとは言わなくても、もうちょっと整備

できないかというような、本来の、ない足を

補塡してあげるという点でどう考えているか、
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お聞きしておきたいと思います。 

   76ページ、４款１項３目でクーリングシェ

ルターを当初から考えていくということです

が、のぼり旗なども作るということですが、

特に高齢の方なんかが使うと思うんですね。

そのときにクーリングシェルターって、せっ

かく旗を立てても分からないなどということ

があるのではないか。熱中症対策避難所みた

いに、ここへ来ると熱中症対策でゆっくりで

きるということを分かりやすくするなどとい

うことを考えているかどうかお聞きしておき

ます。 

   それから、同じ76ページ、４款１項５目基

本健康診査委託料でありますが、健診センタ

ーの胃がん検診は、バリウムを飲んでレント

ゲンを撮るという方法しか選べない。このバ

リウムの悪影響で最悪１週間ぐらい不調にな

ると。せっかく健康診断に行ったのに調子悪

くなっちゃうというふうなことを言う人結構

いるんですね。胃カメラも選択できるように

してほしいという声が多いんですけれども、

ぜひそういうことを声を上げて、そういう方

向へ進めないかと思いますが、いかがでしょ

うか。 

   以上お聞きします。 

○石垣委員長 「軽部会計管理者兼会計課長」 

○軽部会計管理者兼会計課長 40、41ページ、２

款１項３目の会計管理費の中ですけれども、

金融機関、今現在11時半から12時30分までの

昼休み時間ということで、その間の時間帯に

役場のほうに納めに来る方が多く見られるよ

うに感じております。 

   今後の見通しということですけれども、各

金融機関等からそういった話はまだ聞いてお

りませんので、引き続きその時間は昼休みと

いうふうに認識しております。 

   以上です。 

○石垣委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 42、43ページ

になります。２款１項４目企画財政費の中の

公共施設維持補修基金積立金でありますが、

考え方は木村委員の言うとおりでありまして、

定住促進住宅の使用料から定住促進住宅にか

かっている維持費分を引いた分を積立てにす

るというふうになっております。 

   今年度、令和６年度の予算につきましては、

使用料収入のほうが大体300万ぐらい減って

いるところと、あと支出のほうの維持費であ

りますが、定住促進住宅のほうにつきまして

は、イノベーション等の費用も含んでおりま

すので、６年度の事業費がちょっと多くなっ

ているということで、使用料以外の財源もな

るべく考えて充当しているところであります

けれども、ちょっと一般財源的な支出が多く

なっているので、積立てが昨年度に比較して

ちょっと少なくなっているという状況になっ

ているところであります。 

○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 45ページ、２款１項

８目まちづくり推進事業費の地域振興総合交

付金の内容でございます。 

   今年度につきましては、大きく２つの点に

ついて令和６年度からしたいと考えておりま

す。 

   １つ目が敬老会事業でございます。こちら

につきましては、これまではその地区の世帯

数掛ける600円ということで交付していたと

ころでございますけれども、もう少し増やし

てほしいという要望がございましたので、そ

の地区の75歳以上の方の人数掛ける1,000円

ということで、より敬老会事業ということに

ふさわしいような算定に直したところでござ

います。 

   あともう一つが、新規でごみステーション

管理事業ということで、ごみの分別指導やご
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みステーションの維持管理のため、各地区が

設置する衛生指導員の負担軽減を図るという

ふうなことで、ごみステーション１か所につ

き5,000円を交付するというようなことで、

これが新規になります。 

   衛生指導員との関わりでございますけれど

も、衛生指導員につきましては、ごみの分別

の指導、また、ごみステーションの維持管理

に関すること、その他ということで設置要綱

には掲げておりますけれども、ごみステーシ

ョンだけではなく、もっと総合的なところで

衛生指導員に活躍していただきたいというふ

うに考えておるところでございます。 

○石垣委員長 「日塔空き家対策主幹」 

○日塔空き家対策主幹 ２款１項９目、48、49ペ

ージの危険空家等対策費の中での印刷製本費

でございます。 

   その印刷製本費の中での空き家の対策パン

フレットということでございます。９目の空

き家対策費の空き家利活用推進費の中でも、

印刷製本費で同じようにパンフレットを作る

ということで、来年度計上しているところで

ございますけれども、この中身についてでご

ざいますが、危険空家について、まずパンフ

レットとして補助金等を来年度設置すること

になっておりますので、その周知が主なもの

というふうに考えておりましたけれども、こ

ちらの利活用推進費のほうでもパンフレット

がありますので、ちょっと内部のほうで話さ

せていただきまして、どのようにするかとい

うことで、ちょっと話はしたところでござい

ます。 

   まず考え方として、１冊で分かりやすく作

るというやり方もありますし、推進費という

ところで活用という冊子、あと危険空家とい

う冊子にして、表紙を同じくして、あとタイ

トルを危険空家とか、あと活用とかというタ

イトルに分けて、２つのバージョンでやると

いうやり方で、分かりやすく町民の方に空き

家に対する対策の説明をしていくということ

で進めてはどうかということで、考えている

ところでございます。 

   そのやり方については、ちょっと新年度に

なってからということになりますけれども、

そのような形で空家対策、知らせる努力と、

町民の方に知らせる努力ということでさせて

いただければなというふうに考えているとこ

ろでございます。 

   以上です。 

○石垣委員長 「池田子育て支援主幹」 

○池田子育て支援主幹 放課後児童クラブが学校

教育課のほうに移管した件につきましては、

学校のあり方検討委員会の答申なども踏まえ

まして、今後、教育施設の利活用や教育施設

の在り方、子供の放課後の過ごし方、子供の

居場所などを考えたときに、放課後児童クラ

ブは、今後学校の在り方と一体的に考えてい

かなければならないということから、子供の

ことを考えると、学校の子供、放課後の子供、

どちらも学校教育課のほうで一体的に考えて

いったほうがいいとの考えから、事務のほう

を移管したという経緯になります。 

   68ページ、69ページ、３款２項５目児童福

祉施設費の副食費の無償化についてになりま

す。 

   こちらのほう、予算書では認定こども園運

営委託料、町外特定教育・保育施設運営委託

料、特定教育・保育施設運営委託料のほうに

副食費の無償化ということで入っています。

こちら町として新たに子育て支援の拡充を行

っていくということで、３歳以上の副食費の

無償化と、あとゼロから２歳児の保育料の負

担軽減を行っていくというものも入っている

ため、増額になっているところです。 

   同じく68ページ、69ページの認定こども園

整備事業費補助金の内訳についてになります。 
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   令和６年度の補助金額としまして、社会福

祉法人敬愛信の会のほうに1,060万1,424円、

社会福祉法人平和春秋会のほうには1,059万

5,416円というふうになっているところです。 

   以上です。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 予算書の72、73ページにな

ります。予防事業費の中に定期予防接種委託

料ということで6,200万ほどの予算が計上さ

れているところでございますが、この中に、

今回令和６年３月31日をもって新型コロナワ

クチンの全額公費による接種というのが終了

する関係で、令和６年度の接種にかかる費用

ということで予算のほうを計上しております。 

   今回の予算要求の考え方ですが、まだ国の

ほうから接種費用等については示されており

ません。ということで、まず予算要求の中で

は、高齢者のインフルエンザワクチンと同等

の金額を計上しまして、それで、その中で令

和６年度の接種については、定期接種の対象

者として65歳以上の方、あと60歳から64歳で

も基礎疾患がある方とかについて対象とする

ものということで考えております。接種の時

期ですが、これは年１回、秋冬ということで

考えてございます。費用については、まだ単

価について示されておらないんですが、原則

として自己負担というものが発生するという

ことを見込んでおるところでございます。 

   そういった内容については、今後、単価に

ついて変わったり正確な単価示された折には、

補正なり、そちらのほうで対応するというこ

とを予定しています。 

   以上です。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 予算書の75ページのタ

クシー利用助成委託料でございます。 

   令和５年度の利用状況ですけれども、１月

末現在になります。登録者数が632名が登録

されております。その方の利用件数ですね。

延べ件数になりますけれども、6,251件にな

ります。１日当たりにしますと30.2件という

ことになってございます。登録者数632人お

りますけれども、実際に利用している人数を

見ますと363人ということで、約半分強の方

が利用されているという状況になってござい

ます。 

   あと、土日運行できないかとか、制度の拡

充の点ですけれども、そちらについては、土

日の運行についてですけれども、町内のバス

路線４路線ありますけれども、こちらが平日

のみの運行であるということ。あとはこのタ

クシー助成なんですけれども、公共交通の１

つとして捉えているところもあります。あと

は委託先の運転手の確保、運転手不足、あと

はタクシーの台数とかも問題がありますので、

今のところ拡充というのは考えていないとい

うところでございます。 

   予算書の77ページのクーリングシェルター

の件でございます。 

   ゼロカーボン推進事業費の中の消耗品費が

あります。この213万円のうちの187万円の分

が、のぼり旗とかそういったクーリングシェ

ルターについて使われる予算の計上というこ

とになってございます。 

   国のほうでこのクーリングシェルターとい

うのがあるんですけれども、実際はもっと難

しくて、指定暑熱避難施設というのが名称に

なってくるかと思います。これがクーリング

シェルターと呼ばれるものなんですけれども、

そちらについてのぼり旗を指定されたところ

に立てて、ここがクーリングシェルターだよ

ということでお知らせするということになっ

てございます。こういった指定施設とか指定

時間とか、そういったものについては、広報

とかホームページのほうで周知するところに

なっております。また、県のほうでもクーリ
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ングシェルターの位置情報を示すウェブマッ

プということで、６年度の予算のほうに計上

されていると聞いております。あと、国のほ

うでも、今後手引とかお示しするということ

で、あとクーリングシェルターに関するマッ

プ等も作成するということもありますので、

そういった状況も見ながら対応していきたい

なと思っております。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 予算書の76、77ページ、健

康増進事業の基本健康診査委託料の中だと思

います。 

   センターにおいてのバリウム検査につきま

しては、バリウム検査そのものが、やはり基

本的な健康診査の場合、国内ではほぼバリウ

ム検査というのが通例であります。ただし、

バリウム検査はやっぱり飲むだけであります

ので痛み的なものはないのですが、排出のと

きにやはり影響を受ける方でありますとか、

あと高齢者に関しては体勢を保持するのに体

力的な問題があったりとか、そういったもの

でのデメリットもあります。ただし、やっぱ

り費用面と、ある程度数をこなさなければな

らないということから、やっぱりセンターな

どでは、もちろんバリウムのほうを選択して

いるわけなんですが、そこで合わないという

方やっぱりおりますので、そういった方は基

本的な健康診査の中から、あえてそこの胃の

検査を外して、自分でカメラを飲んでいただ

いている方もおります。そういったことで自

分に合うやり方を選んで負担のない方法で、

ちょっと費用は違うんですけれども、そうい

ったことをやっぱり選んでいただくしかない

のかなと。 

   あと、やはり医師が、胃カメラの場合です

と技術的なものが必要になってくるというこ

とから、やはり件数的にもこなせないという

ことがありますので、そういったことをトー

タル的なことで考えますと、やはり自分に合

ったやり方、検査の方法を選んでいくという

ことがいいのかなというふうに思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「７番木村章一委員」 

○木村委員 再質問いたしますが、ごみステーシ

ョン管理費として新たにお金をつけるように

なったわけですけれども、もう一度確認しま

すと、衛生指導員報酬というのは、それはそ

れで従来どおりあって、それとは別にこうい

う管理費というのが交付されるということで

いいのかどうかですね。そうした場合にどん

な使い方をするのか、衛生指導員にそのまま、

場合によってはさらに、衛生指導はなかなか

きっちり毎週やろうとすると本当にハードな

仕事にもなります。精神的にも大変だったり

もしますが、そういった使い方でもいいし、

また別の使い方でもいいというようなものな

のかどうか、使い方についての縛りはないと

いうことかどうかお聞きしておきたいと思い

ます。 

   それから、コロナワクチンの予防接種につ

いてですけれども、インフルエンザと同じよ

うなやり方というふうに言われても、コロナ

ワクチンだから受けたと。そもそも、インフ

ルエンザとか何かのワクチンを受けたことな

いなんて人も多いと思うんですね。インフル

エンザと同じと言われても、どういうやり方

なんだみたいなこともあると思うんですが、

申込みは自分で医療機関を探して、そこに予

約をして受けるということになるのかどうか

ということを、もう一度お聞きしておきたい

と思います。それから、65歳未満の人はどん

なふうになるのかお聞きしておきたいと思い

ます。 

   それから、クーリングシェルターののぼり

旗ですね。主にこの恩恵を受けるのが高齢者

だと思うので、そういう人にネットで見てほ
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しいとか何かやっても、なかなか分かりにく

いと思うので、クーリングシェルター、先ほ

どもっと難しそうな名前があったけれども、

そうじゃなくて熱中症にかからないように使

ってほしいというような、日本語で熱中症対

策センターみたいなね。対策避難所みたいな、

もっと分かりやすくするとか、絵を入れると

かね。ここへ行くと涼しく過ごせるんだなと

分かるみたいなことを、もう一ひねり頑張っ

て考えたらどうかということをお聞きしてお

きたいと思います。 

   それから最後ですが、検診センターのバリ

ウムによるレントゲン検査は、いろいろ調べ

ると被曝量も結構あったりして、胃カメラも

選びたいと。気にしない方もいるんですけれ

ども。一気にバリウムから胃カメラに切り替

えるというんじゃなくて、両方選べるように

するというふうにしていくための呼びかけと

いいますか、町だけでやっているわけじゃな

いので、そういったところでそういった声が

ありますよと。ぜひ胃カメラも導入する検討

を進めたらどうですかと。それで駄目だった

らバリウムやめてほかの医療機関に行きなさ

いというのは、そもそも胃がん検診で、でき

るだけ幅広い人に胃がん初期段階で見つけて

重篤にならないうちに対処しましょうという

ことからは大きく離れてしまうので、自分で

胃カメラやってくれるところ探せというのは、

なかなか逆にすごくハードル高いので、この

検診センターでも胃カメラで検査できる方向

を少し時間かかっても探していくというふう

に、ぜひすべきだと思うんですが、もう一度、

町からそういうふうに呼びかけていくという

ことはないのか、お聞きしておきたいと思い

ます。 

   以上、お聞きします。 

○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 45ページ、まちづく

り推進事業費の地域振興総合交付金の中のご

みステーション管理事業のご質問でございま

すけれども、初めに衛生指導員報酬、これま

でも報酬をお渡ししていたわけですけれども、

そちらについてはこれまでどおりで考えてお

ります。地区が管理するごみステーションの

数の不均衡を是正するということもありまし

て、今回ごみステーションの数に応じて１基

当たり5,000円を交付するという形で新設し

たわけですけれども、こちらにつきましては、

令和５年度にいろいろと調査をしたところ、

地区によってその管理方法がいろいろでした

ので、交付金につきましては各地区の使い方

で使ってほしいということで考えております。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 コロナワクチンのことでご

ざいますが、基本的に考え方は先ほど申し上

げましたけれども、65歳以上の方、あと60歳

から64歳の方で重症化リスクの高い方という

ことは接種の対象として考えておりまして、

その方については、実施の医療機関のほうで

個別接種という形になります。ただし、町内

ということを前提としております。町内の実

施する個別の医療機関というふうなことにな

ります。そちらに申し込んでいただくという

ことにはなります。 

   それ以外の対象者については、やはり今の

ところは自分で打っていただくということに

なるかと思いますが、ただ、その単価がまだ

分かりませんので、どれだけの負担が必要か

ということはこれからになるのかなというふ

うに思います。 

○石垣委員長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田生活環境企画主幹 クーリングシェルター

についてもっと分かりやすくということです

けれども、国とか県の情報を得ながらになっ

てはくるかと思いますけれども、ほかの自治

体とかのものも参考にして、涼みどころとし
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ているところもあるようでございますので、

分かりやすく工夫した形で対応できればなと

考えております。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 センターのバリウム検査の

ことについてでございますが、やはりバリウ

ム検査のメリット、デメリット、あと胃カメ

ラのメリット、デメリット、バリウムだった

ら飲めるという方も多いんです。そういった

こともありますので、やはり自分に合ったや

り方を選んでいくというふうなことでは、両

方選択できるようにすれば一番いいのかなと

思うんですが、やっぱり数がこなせないとい

うのがやっぱり胃カメラの一番、ある程度人

数がいるときの集団検診的なものですと、そ

ういったことでのデメリットになるかと思い

ます。それらも踏まえて、センター側には申

入れという形で、そういった意見があるとい

うことはお伝えしたいと思います。 

○石垣委員長 「７番木村章一委員」 

○木村委員 クーリングシェルターで涼みどころ

などというの非常にいいと思いますね。そう

すると分かりやすいと思います。ぜひそうい

った努力もしていただいて、この夏、熱中症

などが発症しないようにお互いに協力したい

というふうに思います。 

   以上で終わります。 

○石垣委員長 以上で７番木村章一委員の質疑を

終わります。 

   次に、「10番林智委員」 

○林委員 よろしくお願いします。 

   まず、44ページ、２款１項８目まちづくり

推進費の中の移住定住推進事業費の中からお

聞きします。 

   広告料として今年度よりも来年度の予算が

拡充されていますが、その中身についてお聞

きしたいと思います。 

   あわせて、同じ項目の中からお試し移住住

宅賃貸料とありますが、利用率といいますか、

その辺のところをお聞きしたいと思います。 

   それとまたあわせて、同じ款項目の中で、

今年度、「ちぇっと雪ふる山形河北町で３泊

４日の田舎留学 みんなで女子会しません

か」というような事業もやっていますが、そ

の辺の今年度の実績と、来年度どのようにな

っているのかも併せてお聞きしたいと思いま

す。 

   次に、48ページ、２款１項10目町制70周年

記念事業費の中からお聞きしたいと思います。

印刷製本費として、70周年記念の記念誌発刊

ということで準備を進められているというこ

とですが、一応全戸配布ということなんです

が、若い世代なんかは、やはりそういった冊

子を見るよりもデジタルデータとして見たい

という方が多いというふうに受け止めている

のですが、そういった観点から、デジタルデ

ータの配布等の予算計上などは考えなかった

のかについてお聞きしたいと思います。 

   次に、61ページ、３款１項２目地域生活支

援事業費の中からお聞きしたいと思います。

地域生活支援事業委託費として今年度増額と

いうことになっていますが、支援事業の内容

等について、どのような感じで増えたのかを

お聞きしたいと思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 失礼しました。45ペ

ージ、まちづくり推進事業費の移住定住推進

事業費の広告料でございますけれども、こち

らにつきましては、雑誌のほうの掲載につい

て令和６年度につきましては回数を増やすと

いうこと、あとはふるさと回帰センターの登

録者へのＤＭも検討しておりますので、こち

らのほうの金額が増えているというふうな内

容になっております。 

   あと、今年度実施しました移住イベントで
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ございます「ちぇっと雪ふる山形河北町で３

泊４日の田舎留学」ということを、今年度初

めて企画してみたところでございます。こち

らにつきましては、大学生の女子の方を中心

に移住体験住宅を利用していただいて、河北

町を知っていただくという内容でございます。

来年度につきましてはまた策を練りまして、

今考えているところではベニバナのシーズン

にこういった内容を企画したいということで、

サクランボと併せてやっていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

   あとは、お試し住宅の体験者数でございま

すけれども、令和４年度につきましては９件

で16名ということで、利用件数があったとい

うふうなことになっております。 

   以上です。 

○石垣委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 48、49ページ、

２款１項10目の町制施行70周年記念事業の中

の印刷製本費の部分になりますけれども、記

念誌の発刊を予定しておりまして、令和５年

度の予算において債務負担行為を取りまして、

２か年かけて記念誌の編集、発刊を予定して、

来年度発刊したいというふうにしているとこ

ろであります。 

   発刊に当たりまして、本のデータというか、

印刷業者さんのほうからＰＤＦでの提供を予

定しております。それをホームページに一応

今のところ掲載したいというふうに考えてい

るところであります。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 予算書の60、61ページ、３

款１項２目障害者福祉費の地域生活支援事業

委託料2,796万7,000円に対するお尋ねであり

ます。この内容につきましては、相談支援事

業としてひだまりの家、ういんずさん、かぼ

ちゃさんの相談支援の委託業務についてここ

に計上しておる内容でございます。 

   そのほかにも、社会福祉協議会への意思疎

通支援事業の委託でありますとか、あと通学

支援ですね、障がいを持ったお子さんの通学

支援などもここに予算としては入っておると

ころでございます。 

   昨年度と増えたところといたしまして、基

幹相談支援センターでありますかぼちゃさん

でありますが、この相談業務について年々相

談業務が増えてきて、令和６年度から１人職

員を増やしたいという、もちろん相談業務が

倍ぐらい近くなっているので、それに対応す

る人件費の部分ということで、前の年よりも

増えているというふうな内容がほとんどでご

ざいます。 

○石垣委員長 「10番林智委員」 

○林委員 ありがとうございます。 

   では、改めて質問させていただきます。 

   今、移住定住促進費の中の広告料というこ

とで、雑誌の記載回数やダイレクトメールを

増やすということであったんですが、以前ち

ょっとお聞きしたときに、首都圏等でのイベ

ント等にも行っているというようなことをお

聞きしたのですが、その辺ちょっと間違いな

かったのかということで、先に１点お聞きし

ます。 

   それと、ちぇっと雪ふる山形女子会のほう、

大変いい事業ではないのかなというふうに受

け止めています。お試し住宅を活用する上で

も、こういったことをやりながら、よりよい

ことを活用しながら河北町を楽しんで、河北

町の移住につながるような方向に進んでいた

だければいいと思いますので、ぜひいろんな

ところで声がけをしていただきながら、いろ

んな方に来ていただけるようにやっていただ

きたいなと思っています。 

   それと、70周年記念誌のほうは分かりまし

た。 
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   生活支援員のほうなんですが、相談件数増

えているということでしたが、増減、どの程

度増えてきているのか等も併せて教えていた

だけるとありがたいです。 

   以上です。 

○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 移住定住推進事業費

の中の首都圏への移住定住のＰＲということ

でございますけれども、こちらにつきまして

は、職員が東京のほうに行って相談会を実施

するというようなことですので、項目的には

職員の普通旅費、そちらのほうに出てくるか

と思います。年間で10回ほど行くという形で

毎年行っておりますけれども、令和６年度に

つきましては、新たなイベントにも参加する

ということで拡充を図っていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 基幹相談支援センター業務

の利用の増の内容でありますので、令和６年

度の委託料を算出するに当たっては令和４年

度の相談実績というものがベースになります。

そこを踏まえた上で、令和元年の実績から申

し上げますと、令和元年の実績として109名、

あと令和２年が110名、令和３年が154名、令

和４年が401名ということになっております。

また一番新しいやつが、令和４年の実績とい

うものが委託料のベースになってきています。 

   以上です。 

○石垣委員長 「10番林智委員」 

○林委員 ありがとうございます。 

   首都圏のイベントＰＲというのはちょっと

違ったということだったんですが、その辺も

含めながら、そういった中でもちぇっと雪ふ

る田舎留学などのほうも一緒にＰＲしていた

だければ、よりそういった活用が増えてくる

のかなというふうに思います。 

   あとは、生活支援相談のほうですが、ここ

数年急激に増えているということで、やはり

その中でもまだまだ声を上げられない方も

多々いる、あとは相談をできることも分から

なくている方もいらっしゃると思いますので、

そういった意味で相談できるということも何

かしらいい形で周知を考えて、今後も続けて

いただければと思います。 

   以上で終わります。 

○石垣委員長 以上で10番林智委員の質疑を終わ

ります。 

   次に、「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 おはようございます。 

   私のほうから、１点だけちょっと質疑をさ

せていただきます。予算書40、41ページ、２

款１項２目職員研修費でございます。 

   令和６年度の計画と令和５年度の違いをま

ずは教えてください。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 40、41ペー

ジ、２款１項２目職員研修費です。 

   予算額で言いますと、新年度、令和６年度

282万円、前年度158万円ということで、124

万円ほど増額しております。大きく変わると

ころでございますけれども、まず職員研修と

いうものは、多様化するニーズに迅速に対応

した中で、住民サービスの向上のためといっ

た観点で、職員育成の基本方針に基づきなが

ら職員の専門的知識、あるいは職員の資質向

上というものを目的に進めておるところです。 

   令和６年度におきましては、事前の予算の

調査のほうでもご説明申し上げましたけれど

も、様々な研修の中で町のほうでは自主研修

制度というものを設けさせていただいており

ます。これまでも自主研修制度はございまし

たけれども、従前のやり方は、職員自らがそ

れぞれの町の政策課題というものを自分で抽

出した中で、研修のほうへ視察研修も含めて
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行って、それらを報告するというような形で

やっておりました。新年度からは、こちら側

から喫緊の課題、政策課題というものを、改

めて事前に町のほうで抽出したものを職員の

ほうへ、個別の職員のほうへ示した中で、研

修に出向いて、その研修成果を業務に生かし

てほしいという視点で行く、そういった費用

を新年度のほうの予算で計上させていただい

ております。そこが大きく拡充したポイント

でございます。 

   以上です。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 再度質問をさせていただきます。 

   その新しい研修の手法については令和５年

度には取り入れられなかったということで、

何かこの令和５年度と令和６年度の課題点と

かがありまして、令和６年度は新しい人材育

成を目指すということでの、新しい研修の手

法だったのでしょうか。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 自主研修制

度に基づいた職員自らの研修参加という部分

は、若干ここ数年間コロナの影響もあった中

で、参加件数が非常に少なかったと。そうし

た中で、今年度はＤＸ推進に向けた研修とい

うことで独自研修２回ほど、延べ人数で言い

ますと４名ほどが研修に参加、今年度してお

りましたけれども、やはりこういった今の町

のほうの近々の町政課題といいますか、そう

したものにも目を向けて職員のほうに研修し

て、その成果を業務に生かしてほしいという

町側のほうの強い思いもありますので、その

辺を今回、新年度の予算に計上させていただ

いたといった内容でございます。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 再度ご質問をします。 

   だとすると、新しい研修を導入した狙いと

効果というのは、人材育成の観点から新しい

組織を目指すということでの受け止めでよろ

しいですか。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 新しい取組

として、人材育成の強化というような観点だ

と思います。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 ありがとうございます。 

   最後に、再度お聞きしたいと思います。 

   新しい研修を取り入れることによる狙いと

効果、これは多種多様なニーズに対応するた

めということもありましたが、今後、新しい

多種多様なニーズに対応するために、自主で

取り入れるという答弁もありましたけれども、

こういった研修会というのは、今後もっと計

画する予定でありますでしょうか。令和６年

度なので、何回とか誰がというのはまだ決ま

っていなくて、言いづらい部分はあるかと思

うんですけれども、今の思いを、もしお答え

できる範囲でお聞かせいただけたらと思いま

す。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 研修会とい

うよりかは、自主研修のほうは研修というか

視察といいますか、勉強を自ら行う、場所も

定めてですね。そういったものです。研修会

という部分では、そのほかにも町独自には町

独自の研修ということで、講師を招いての研

修会、あるいは合同研修、派遣研修とか、そ

ういったもので町から離れて、そういった大

きい会場の中で研修会のほうに臨んでいただ

くというのは、それとはまた別の研修項目と

してございます。そうしたもので、今の行政

ニーズにいろいろ的確に捉えられた研修のカ

リキュラムというのはたくさんございますの
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で、そちらのほうも適材な人材を、職員のほ

うを研修会に向かわせながら、随時、その辺

は継続的な研修というものを進める必要があ

るかと考えております。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 ありがとうございます。 

   組織は人なりという言葉があるかと思いま

す。これは、よく企業のほうで使われる言葉

なんですが、今後は、やはり行政の組織も新

しい感覚、また多種多様なニーズに対応しな

ければならないという時代であるかと思いま

すので、ぜひそういった研修を多く取り入れ

ながら、新しいご発想とかニーズに対応いた

だければと思います。 

   以上、終わります。 

○石垣委員長 以上で11番奥山英幸委員の質疑を

終わります。 

   ここで10時35分まで休憩とします。 

     休 憩  午前１０時１６分 

     再 開  午前１０時３３分 

○石垣委員長 休憩を解いて会議を再開いたしま

す。 

   １款から４款までの質疑を続けます。 

   次に、「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 私のほうからは４点質問させていた

だきます。 

   まず１番目、54ページ、２款４項２目選挙

管理費の山形県知事選1,119万円、この内容

についてちょっとお聞きいたします。 

   山形県の半数以上の自治体が、人件費の削

減とかそういった内容を基にして、選挙の閉

まる時間を早めている実態がございます。今

まで８時開票締めという内容が、７時という

予定になっております。その辺のところをど

のように河北町のほうは考えるのか、内容を

ちょっとお伺いしたいなというふうに思って

おります。相当数、やはり12時過ぎまで職員

さんが頑張って、そして翌日朝また８時半か

ら出勤というふうな内容なんかもありますし、

あとパソコンとか様々ＯＡ機械が発達してい

ますので、河北町のほうもそれに対応してや

ってもいいんじゃないかなというふうにはち

ょっと思っている次第です。昨日、傍聴来て

いただいた方も、立会人という内容で私もや

っているんですよと。そして夕方の７時から

８時まで誰一人来なかったと。ずーっと座っ

ているだけだったと。そういうふうな現状が

あると。 

   また、期日前投票が非常に増えていますの

で、この辺のところをどういうふうに行政の

ほうは考えていらっしゃるか、この辺のとこ

ろをお聞きしたいと思います。 

   あと２点目、51ページ、２款２項２目賦課

徴収にショートメッセージのサービスを使っ

て税の滞納者に対して催告をすると。54万

5,000円うたわれています。これはこれで時

代の流れかなというふうには思っていますが、

やはり今、偽メールが非常に増えていると。

そして、河北町役場ですよというふうなメー

ルに対しては大半の方が信用すると。そして、

その信用を悪用する方が当然いらっしゃると。

２年前、３年目あたりにも役場職員の名前を

使って、そういう事件もちょっとございまし

た。その辺のところを考えれば、どういうふ

うにして催告をする方へのショートメッセー

ジの二重チェック、どういうふうな形でやる

かということをちょっとお伺いしたいなと思

っております。 

   あと３点目、49ページ、空き家除去事業費、

２款１項９目1,000万円予算がついておりま

す。今回、一般住宅関係の空き家についても

対処するというお話でしたので、具体的にこ

の中身についてお聞きいたします。 

   最後71ページ、認定こども園移行支援、３

款２項５目、これは２億5,000万。民間幼稚

園の老朽化に伴い園舎を新築し、認定こども
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園に移行する費用の助成をするとあります。

今の民間保育園のほうは40年経過しているや

つですので、そろそろかなというふうにはち

ょっと思います。ただ、行政のほうは民間の

施設のほうと相当数いろんな打合せをされた

かと思いますが、少子化がとんでもないスピ

ードでやっぱり進んでいます。この状況を踏

まえて、５年後、10年後、この認定こども園

が健全な経営が保てるような状況になってい

るかということを、多分その打合せの中でも

しっかりと確認はされたのかなというふうに

思いますので、その辺のところをちょっとお

伺いしたいと思います。 

   この内容については、やはり若年女性が河

北町は物すごくやっぱり減っているんですよ

ね。令和４年の実績になりますが、20歳から

24歳まで５歳刻みで今からちょっと４つお話

ししますが、195人、そして25歳から29歳ま

でが204人、30歳から34歳が312人、あと35歳

から39歳までが425人と。４番目に言った425

人と20歳から24歳までの方が半分なんですよ、

半分。ですから、今から施設を造ろうとなっ

たときに、これまで同様の古くなったから造

るというわけじゃなくて、規模をどうするか。

そして、そこの規模に合わせて入ってくる子

供さんの確保をどういうふうにするか。そう

いったところまでやはり町は進んでいかない

と、民間幼稚園、勝手に造るんだという内容

では決してないはずですので、今回しっかり

と２億5,000万を助成すると。そういうふう

な観点から、どんな計画を思ってこの予算を

計上したか。このことについてお伺いしたい

と思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「須藤防災・危機管理監兼総務課

長」 

○須藤防災・危機管理監兼総務課長 55ページ、

２款４項２目選挙費関係でございます。 

   今、吉田委員のほうからお話ありました投

開票の時間、あるいは立会人のいろいろな大

変さ、あとは期日前投票が普及した中で今後

の動きなどについてということで、町のほう

の選挙管理委員会を通じた中で、そういった

ものについて、やはり我々のほうも課題とし

て認識しているところです。特に本町は合併

以来、投票所15ということでずっと変わって

いないというのが、ほかの近隣のところを見

てもなかなかちょっとまれなケースでありま

して、まずそこにメスを入れるべきというこ

とで、どうなのかという部分は議論させてい

ただいた経緯もございます。 

   ただ、今のところは従前のままということ

ですけれども、やはり立会人の負担というも

のも、人数も人口も減少している中で、なか

なか適材適所のメンバーを確保するという中

でも、なかなか大変さが生じているという現

実を捉えた中で、その辺の投票所の数の在り

方、あと併せて投票時間、開票時間ですね。

投票時間のほうを一定程度、全部とはいかず

にも若干投票率が高めの中で、もう後半から

は来ないような、そういったデータなども抽

出しながら、ある程度投票に影響のない時間

帯で閉められるようなところというのは、な

かなか分析をした中でないと判断がすぐ結論

は出ないかと思いますけれども、その辺、投

票のほうに影響の出ないようなやり方、方法、

河北町に合ったやり方。あと開票時間も、や

はり開票する職員の負担軽減という面から見

れば、やはり早い時間に開票を行った中で開

票結果をスムーズに出すという、そういった

スタンスは今社会全体の流れですので、そう

した部分、課題意識をしっかりと持って、選

管を通じた中で議論を深めていきたいと考え

ております。 

   以上です。 

○石垣委員長 「今部税務町民課長」 
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○今部税務町民課長 50ページ、51ページ、２款

２項２目の賦課徴収費の中の、手数料の中の

ＳＭＳを活用した徴収ということのご質問で

ございます。 

   このＳＭＳのショートメッセージにつきま

しては、委員おっしゃるように詐欺メールと

いう話をよく聞くところでございます。その

メールに関しましては、そこに返信すると手

続が何かなって、お金を払ってくださいとか、

何かそういう詐欺のようなメールになってお

りますが、このたびのうちのほうがお送りす

るメールにつきましては、分納誓約とかの滞

納が滞っている方について、河北町役場です

と。文面につきましては検討しますけれども、

河北町役場ですということで、間もなくお支

払いの時期が近づいておりますので、よろし

くお願いいたしますという内容でございます

ので、それから返信をしてもらったり、クリ

ックしてどこかのページに飛んでいくという

ようなことは全くございませんので、あくま

でも未納者に対しての催告という意味では、

収納率向上につながるのかなと思っていると

ころでございます。 

   以上です。 

○石垣委員長 「日塔空き家対策主幹」 

○日塔空き家対策主幹 ２款１項９目、48、49ペ

ージの危険空家等対策費の空家等除却事業費

補助金についてお答えいたします。 

   この補助金というものでございますけれど

も、今年度分の補助金もございました。それ

につきましては特定空家のみと。特定空家と

いうのは、周辺に危険を及ぼすような空き家

になりますけれども、こちらを協議会に諮り

まして、町長が認定したものになりますけれ

ども、こちらのみの補助金としたところでご

ざいますけれども、令和６年度につきまして

は、全ての空き家を対象する用地ということ

での補助金にしております。 

   中身としましては、空き家の軒数につきま

しては９軒を予定しております。特定空家に

ついては８軒と。空き家については上限40万、

特定空家については上限80万という手だてで、

補助金を創設するということでございます。 

   以上でございます。 

○石垣委員長 「池田子育て支援主幹」 

○池田子育て支援主幹 70、71ページ、３款２項

５目児童福祉施設費の認定こども園移行支援

事業費補助金の件になります。 

   こちらのほうは、現在の建物が築39年を経

過して老朽化が激しいため建て替えをすると

いうもののほかに、あと現在、この私立幼稚

園のほうでは幼稚園と小規模事業所をそれぞ

れ別の場所で運営しており、常々ゼロ歳から

５歳児が同一敷地内で関わりを持って、保護

者も利用しやすい環境を整備する必要を感じ

ていたという点もございます。 

   現在、町のほうでは認定こども園が３つと、

私立幼稚園１つというふうになっております

が、子供の出生数の減少により、既存施設で

の受入れ体制が十分ではありますが、幼児施

設においては、学校と違って施設の多様な選

択肢としての、幼稚園の規模とか教育内容、

あと保育のニーズの提供なども大切だという

ふうに思っております。町内でも古い幼稚園

になりますので、その幼稚園を支持している

方への責任というのも、強く法人のほうでは

感じているところです。 

   園の今後の健全経営化が保たれるかという

ことにつきましては、何度も園のほうとも話

合いを行いましたが、こちらのほうは心配な

いといいますか、園のほうでやらせていただ

きたいという思いのほうが強いことになって

おります。 

   以上です。 

○石垣委員長 「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 
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   まず、選挙関連のやつに関しては総務課長

のほうからご答弁いただきましたが、やはり

私は、やれるんじゃないかなというふうには

思いますので、やる方向で、とにかく投票の

終了時間を一応７時と。そしてスタートが７

時、夜も７時と分かりやすい時間帯の中で考

えていただければいいのかなというふうには

思っています。とにかく、待ち時間でぼけっ

としている時間が長過ぎるというふうに本人

も言っていましたので、俺に言ってくれとい

うふうに言っていましたので、きちんといい

方向に持っていっていただければなと思いま

す。2035年ぐらいには、やはりこの町は１万

4,000という人口規模になるよというふうな

ことも一応出されています。やはり、今やれ

ることから少しずつやっていくという方向性

が私はいいのかなというふうには思っていま

すので、無駄のない金の使い方を徹底してお

願いしたいと思います。 

   あと、税務町民課のほうの催告なんですが、

やはり誤ってそのメールが自分のところに入

ってきたとなったときに、やっぱり大半の人

は憤慨すると思います。その憤慨をやはりな

くするためには、担当が１人でやったのでは

多分全く気づかないと。でも、今のシステム

の中では、上司の決裁というのがシステムを

少しいじらないとなかなかできないという判

断なんかもあると思います。そういったとこ

ろにしっかりとメスを当てていただいて、や

っていただきたい。そして、税金を滞納する

人が、皆さん携帯を持っていらっしゃるのか

なということも、私ちょっと疑問に思いまし

た。携帯関係は、やっぱり毎月何千円もかか

りますので、それももう高齢になっちゃった

のでやめたと、そういう方もいらっしゃると

思います。あと、持っていない方については、

これまで同様はがきとか手紙でお知らせする

という形に当然なろうかと思いますが、それ

もやはり事前に、期日どおりに納付いただけ

るような対応をしっかりと前に進めていただ

きたいということを、一応あえてお願いさせ

ていただきたいと思います。 

   あと空き家解体、ようやっと一般住宅40万

円の解体を助成するという内容で、40万円に

多いか少ないかと言ったら、まだまだやっぱ

り他市町に比べれば、空き家解体への熱がち

ょっとまだ少ないというふうには思いますが、

今の空き家を潰していただければ、優良宅地

に化けるという観点から、これは絶対的に行

政のほうとしては前に進めるべく政策だと思

っております。 

   やはり、来年あたりは80万ぐらいになるよ

うな感じで、どんどんどんどんと、このきれ

いなまちづくりを進めるというところを目指

していただきたいと思います。最初の第一歩

が始まったという内容で、非常にうれしく思

います。 

   あと、認定こども園のほうなんですが、こ

の先どういうふうに出生がなるかというデー

タについては、やはり行政がきちんとつかん

でいるわけであります。そのつかんでいるデ

ータというやつを、町で事業を営む方にきち

んとやはり公開をして、こういうふうになる

可能性が高いですよということを、経営者が

予知できるような情報提供というやつをしっ

かりやっていただいて、古くなったから同じ

規模のやつを同じように造るという内容じゃ

なくて、先ほど池田主幹のほうからお話あっ

たようにベビーホーム関係だと思うんですが、

いろいろ集合体として同じような施設の中で

やるんだという内容を聞きまして、そうかと

いうふうにもちょっと思いました。 

   ただ、子供さんがいないことには、絶対的

にこれ持続可能ということにはならないわけ

ですので、向こう５年程度、何とか持ちこた

えたと。そこから先がぱたっと止まっちゃっ
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たと。そういうふうにならないように行政指

導をお願いしたいと。この１点に関してだけ、

もう１回ご答弁お願いいたします。 

○石垣委員長 「池田子育て支援主幹」 

○池田子育て支援主幹 法人のほうには、今後の

出生数などもお話をしていたところです。や

はり園のほうでは、今後皆さんに選んでもら

える園になるよう、特徴ある教育・保育を行

っていくということで、強い意志での建設、

建て替えになります。 

   以上です。 

○石垣委員長 「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございます。 

   今、上っている幼稚園さんは、やはり教育

関係のポリシーをしっかり持っていて、あの

幼稚園に入れたいというふうなご父兄の方も

やはりたくさんいらっしゃるのは、よく知っ

ております。なかなかいい幼稚園だと思いま

す。それがやはり、共に河北町の中で事業と

して持続可能になるように、ご配慮を切にお

願い申し上げまして、私の質疑終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。 

○石垣委員長 以上で12番吉田芳美委員の質疑を

終わります。 

   次に、「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 それでは、私より５点ほど質問いた

します。 

   まず、43ページ、２款１項４目企画財政費、

企画費のやまがたＡＩ部運営コンソーシアム

負担金10万円。この事業というのはどういう

ものなのでしょうかということを、まず最初

にお聞きいたします。 

   ２点目、47ページ、２款１項８目まちづく

り推進事業費の100万円、河北町内会除雪機

購入事業費補助金であります。こちらは台数

は何台ぐらい配属の予定かということと、あ

と３番目、67ページ、婚活支援事業委託料

125万3,000円。この婚活事業ですけれども、

出られました成果をどのように分析されてい

るのかなと、そこをお聞きしたいと思います。 

   それから、69ページの３款２項４目子育て

支援センター費、こども家庭センター費の子

育て短期支援事業委託料16万4,000円。この

事業内容はどのようなものでしょうかという

ことと、あと71ページ、４款１項１目保健衛

生総務費、自動車購入費であります。373万

4,000円。この自動車のことですけれども、

これは例えば車両計画みたいなものに当ては

めた計画に入っているものなのか、その辺を

お聞きしたいと思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 42、43ページ

の２款１項４目企画財政費の中の企画費にあ

ります、やまがたＡＩ部運営コンソーシアム

負担金でありますけれども、やまがたＡＩ部

というものは、河北町の企業でありますＩＢ

ＵＫＩの元社長であります松本氏が立ち上げ

たものでありまして、山形県をＡＩのトップ

ランナーにしたいという意図から、ＡＩを進

めるに当たりまして、高校生の部活動のよう

な活動でＡＩに触れさせる機会をつくって、

県の産業の振興の発展を図りたいという意図

で始めたものでございます。 

   その趣旨に賛同しまして、県内の市、県と

市は負担金を支出しているところであります。

そのほかに賛同する民間企業も結構な会社が

多分負担しているかと思います。そういった

内容がありまして、町としましても高校生の

そういったＡＩに触れる機会に大いに賛同し

たところでありますので、町村としましては、

河北町と大江町のほうでこのＡＩ部の負担金

を支出しているというような状況になってい

るものであります。 

   以上です。 
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○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 45ページのまちづく

り推進事業費の河北町内会除雪機購入事業費

補助金100万円の内容でございますけれども、

こちらにつきましては２台分ということで計

上させてもらっております。50万円掛ける２

地区分ということで、補助率が事業費の２分

の１で、上限が50万円ということであります。 

○石垣委員長 「池田子育て支援主幹」 

○池田子育て支援主幹 67ページ、３款２項１目

婚活支援事業委託料についてであります。 

   こちらのほうは、社会福祉協議会のほうに

委託している事業になります。成果の分析と

しましては、このたび婚活イベントを開催し

まして、８組中３組がマッチングしているも

のがあります。今後、そちらは交際のほうに

発展すればいいなと思っているところです。 

   その下の子育て短期支援事業委託料16万

4,000円のものになります。 

   内容としましては、こちらは児童を養育し

ている家庭の保護者が、疾病その他の理由に

より家庭において児童を養育することが一時

的に困難となった家庭を支援するための受入

先と委託契約をしまして、児童の一時的な養

育支援を行うものであります。親や親戚など

が近くにおらず、誰にも預ける人がいない場

合などに、契約している委託先で子供を預か

ってもらうという事業になっております。 

   以上です。 

○石垣委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 70、71ページ、

４款１項１目にあります保健衛生総務費の自

動車購入費に関してでありますけれども、町

の公用車、もう一般的な乗用車系の車になり

ますけれども、それの更新につきましては企

画財政課のほうで一応管理しておりまして、

老朽化しているものから順次更新をしている

と、計画的に更新をして、財形のほうでもそ

ういった計画を組んでやっているというもの

であります。 

○石垣委員長 「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。 

   最初の２款１項４目のやまがたＡＩ部運営

コンソーシアム負担金、私これは本当にすば

らしい企画だなと、今説明を聞いて思いまし

た。やはり若い方にこういう機会を、民間の

方がそういうふうに立ち上げていただいて、

それに対してそういう動きをしていく。この

負担金というのは、市町村で同じような負担

金になっているか、その負担金の金額はどの

ような割合で決められたのかということをお

聞きいたします。 

   それから、先ほどの除雪機購入です。今年

２台分ということで、６年度は２台分という

ことで計上されております。どのように町内

会にこれを配置するという、その配置基準み

たいのはあるのでしょうか。そちらをお聞き

いたします。 

   それから婚活支援事業、私やはりこの婚活

事業とても大事な事業だなと思って、やはり

人口を増やしていくには最大の施策と思って

おりますので、先ほど12番委員もおっしゃら

れましたけれども、若い女性の方が本当に少

なく、この町には少なくなって、出ていかれ

る方が多いということで、やはりしっかり若

い方を定住させていただくにも、こういうい

ろんな企画をもってのそういう施策を進めて

いただくということは、とても大事なことだ

なと思っておりますので。この企画の中に、

例えば広域的な連携とか民間との連携なども

お考えがあられるのか、その辺のところもち

ょっとお聞きしたいなと思っております。 

   69ページのこども家庭センターの子育て短

期支援事業委託料16万4,000円。これという

のは、先ほどの事業内容をお聞きしましたけ
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れども、養育するのにちょっとできない方の

サポートということをおっしゃられておりま

したけれども、これはファミリーサポートと

どのような関係につながっていくのかなと。

そういうことはファミリーサポートのほうで

もしっかりなさっているような気がするんで

すけれども、その違い、相違点というのはど

ういうところなのでしょうか。 

   それから、車のほうは分かりました。車両

計画によって古いほうから進められていると

いうご説明でしたけれども、まずこの車種と、

これはエコカーなのかどうか、そこら辺もお

聞きしたいなと思っております。 

○石垣委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課

長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 やまがたＡＩ

部の負担金でありますけれども、手持ち資料

がございませんので私の記憶になりますが、

山形県のほうでたしか200万とか300万とかだ

ったと思います。県内の市のほうは、市長会

のほうにＡＩ部から依頼というか支援の要請

をしておりまして、市部のほうでたしか１市

100万の負担だったというふうに記憶してお

ります。河北町につきましては、松本氏と山

大の担当の先生、一緒に見えられまして、そ

こで応援いただけないかというお話がござい

まして、町レベルなので10万円ぐらいどうで

しょうかねという話が出まして、それで10万

円としているところです。大江町も同じ10万

円だったと記憶しております。 

○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 除雪機の配置基準と

いうことでございますけれども、要綱のほう

で定めておりまして、地域の共助による除排

雪を推進し、雪に強く住みやすい地域づくり

のため、町内会が除雪機を購入する事業を行

う経費に対して補助金を交付するということ

になっております。この町内会でございます

けれども、町内会が単独もしくは複数で行う

除雪機の購入についても対象とするという形

にしております。 

○石垣委員長 「池田子育て支援主幹」 

○池田子育て支援主幹 婚活事業の広域連携につ

いてでありますが、こちらは、やまがたハッ

ピーサポートセンター、あと、むらやま広域

婚活事業などで連携を図りながら、少子化に

伴う人口減少に歯止めをかけるため、県内一

体となって結婚支援の強化を行うことを目的

として広域連携をしているものがございます。 

   あと、ファミサポとの関係でありますが、

ファミリーサポートセンターは一時的な預か

りになりまして、もう一つの短期支援事業の

ほうは宿泊を伴っての預かり事業になります。 

   以上になります。 

○石垣委員長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作健康福祉課長 71ページの自動車購入費で

あります。この公用車につきましては、主に

各種保健指導でありますとか健康づくり事業

に使われるということを想定していますが、

環境に優しいハイブリッド車というものを想

定しております。 

○石垣委員長 「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。 

   先ほどの負担金の話、このような10万円と

いう負担金で子供たちがこういう機会に触れ

ていただくというのは、本当にありがたいな

と思っておりますので、ぜひこの活動を進め

ていっていただきたいと強く思います。 

   それから除雪機、50％の補助率ということ

で、これまでは、じゃあどの地域に配属され

たというのは分かるのでしょうか。そして今

年は稼働はとても少なかったと思いますけれ

ども、稼働率などはどのようになっているか、

ちょっとお尋ねをいたします。 

   それから婚活事業、社協のほうに委託とい

うことで、昨年度は３組のマッチングがあっ



 

- 198 - 

たと。とてもすばらしいことだと思っており

ますけれども、これはやはり、いろんな今マ

ッチングをするための企画が様々な方法で行

われておりますので、河北町らしいとか、そ

ういうのも含めて様々な企画、これ企画力が

問われるかなと私はいつも思っておりますの

で、民間のそういうノウハウを少し、ところ

どころお入れしていただいて、そういうもの

を利用されるのも一つの方法かなと思ってお

りますので、その辺のお答えもお願いいたし

ます。 

   先ほどの子育て短期支援事業委託料、この

16万4,000円という金額は、宿泊を伴う支援

ということですけれども、この金額でどのく

らいの方の委託を受けられる予定なのでしょ

うか。ちょっと金額がとても低かったので、

ちょっとこれはどうなのかなと私は思った次

第です。 

   自動車、ハイブリッド車を購入される。こ

れまで車両計画の中に入っている車は、何％

ぐらいがエコカーになっているのか。そのパ

ーセントは分かりますか。お願いします。 

○石垣委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前１１時０９分 

     再 開  午前１１時１４分 

○石垣委員長 休憩を解いて会議を再開いたしま

す。 

   ここで、11時30分まで休憩といたします。 

     休 憩  午前１１時１４分 

     再 開  午前１１時２７分 

○石垣委員長 休憩を解いて会議を再開いたしま

す。 

   「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 大変失礼しま

した。町にあります公用車のうち、いわゆる

普通乗用車になりますけれども、25台ありま

して、そのうちハイブリッド車、環境に優し

い車となっているのが、このたびの令和６年

度の健康福祉課の車両を更新しますと、それ

も含めまして10台が環境に優しい車になると

いうところであります。 

○石垣委員長 「佐藤まちづくり推進課長」 

○佐藤まちづくり推進課長 除雪機購入補助金で

ございますけれども、今年度につきましては、

上沢南地区で購入ということになっています。 

○石垣委員長 「池田子育て支援主幹」 

○池田子育て支援主幹 婚活事業の民間との連携

についてということでありましたが、先ほど

申し遅れましたが、今回のイベント事業につ

きましても民間とコラボをして行ったものに

なります。町の地域資源を活用した、町なら

ではのイベントを企画してまいりたいと思い

ます。 

   子育て短期支援事業の金額についてであり

ます。こちらはショートステイ事業として、

乳児院だったり寒河江学園などに委託するも

のになっております。人数的には２歳未満児

が６人、２歳児が６人、３歳以上が６人、そ

のほかトワイライトステイ事業としまして日

帰りになりますが、６人分の予算を見ている

ところであります。 

   以上です。 

○石垣委員長 「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。 

   終わります。 

○石垣委員長 以上で１款から４款までの質疑を

終結します。 

   委員長から申し上げます。 

   昼食のため午後１時まで休憩とします。 

     休 憩  午前１１時２９分 

     再 開  午後 １時００分 

○石垣委員長 休憩を解いて再開します。 

   委員長から申し上げます。14番細矢誓子委

員の質疑に対する牧野政策推進監兼企画財政

課長の答弁で、訂正したい旨の申出がありま

すので、これを許可します。 
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   「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 42、43ページ

の２款１項４目企画財政費のやまがたＡＩ部

運営コンソーシアム負担金の件で、山形県か

らの支援が300万円とお答えしたところです

けれども、調べたところ600万円に訂正させ

ていただきます。よろしくお願いします。 

○石垣委員長 それでは、次に、５款から８款ま

での質疑の通告を求めます。 

   （３番、４番、６番、７番、９番、10番、

11番、12番、14番の通告あり） 

   確認します。３番、４番、６番、７番、９

番、10番、11番、12番、14番。落ちありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

   それでは、「９番鈴木英友委員」 

○鈴木委員 それでは、私から１件だけ質問させ

ていただきます。 

   95ページ、７款１項４目観光施設費の中の

４番、紅花資料館費ということで、指定管理

料1,985万5,000円。同じく５番、道の駅河北

費、指定管理料750万。続きまして、96ペー

ジ、97ページ、べに花温泉ひなの湯費、指定

管理料4,500万。同じく96、97の７款１項５

目商工施設費として、どんがホール費、指定

管理料1,689万8,000円とあるわけなんですけ

れども、この指定管理料のそれぞれの指定管

理者はどこになっているか教えていただきた

い。これが１つ。 

   あと、それぞれの年度予算の考え方をどう

いうふうに、その考え方についてお知らせい

ただきたい。 

   そしてもう一つは、この予算については年

度途中で、指定管理料ということなんですけ

れども、例えば補正とか変更というのがあり

得るのかどうか、この算定についてお伺いし

ます。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 95ページ、７款１項４目観

光施設費のうちの紅花資料館費の指定管理料、

それから、５番の道の駅河北の指定管理料、

あわせまして、97ページ、同じく７款１項４

目のひなの湯温泉費の指定管理料、それから

７款１項５目のどんがホールの指定管理料の

算出についてでございます。 

   指定管理料につきましては、大きく分けて

営利の見込める施設、それから公共性の高い

施設ということで２つに分かれるかと思いま

す。まず固定費として、施設を運営するに当

たりまして、人件費、それから光熱水費、そ

れから外部への委託料といった主立った予算

の内容でございますが、どれだけ支出が必要

となるか。それに対しまして、どれだけ収入

見込みがあるかといったところで、収支計画

をつくりまして、指定管理料を算出させてい

ただいておるところでございます。 

   ２点目の指定管理の年度内予算ということ

でのご質疑かと思いますが、昨年、令和５年

度におかれましては、年度途中、燃料の高騰、

そういった影響もございまして、指定管理料

の金額を増額補正させていただいたという経

緯もございます。状況に応じまして指定管理

者側と協議を進める中で、協議を経た上で指

定管理料を増額するということは想定内とさ

せていただいておるところでございます。 

   失礼しました。それぞれの指定管理者でご

ざいますが、まず、紅花資料館におきまして

は一般社団法人河北町観光協会でございます。

道の駅につきましては株式会社べに花の里振

興公社でございます。べに花温泉ひなの湯に

つきましては株式会社べに花の里振興公社で

ございます。どんがホールにつきましては、

現在のところはＮＰＯ法人元気ｎｅｔかほく

さんになっておりますが、令和６年度４月１

日からにおかれましては、ＮＰＯ法人かほく

びとさんに指定管理をお願いすることになっ
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ておるところでございます。 

○石垣委員長 「９番鈴木英友委員」 

○鈴木委員 ありがとうございました。 

   もう一つ質問の中で、この予算につきまし

ては年度内において補正があるとか、変更が

あるということなのかということを、ちょっ

と付け加えてまたお聞かせいただきたいとい

うことが１つと、あと、もう一つついでに、

それぞれの指定管理者に対しましては協定書

を結んでいるわけなんですけれども、その協

定書というのは年間なのか、それとも指定管

理期間が５年ということですので５年分まと

めてなのか、そこだけちょっと教えてもらっ

ていいでしょうか。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まず、１点目の年度内の指

定管理料の変更ということでは、先ほど申し

上げましたが、いろんな状況に応じて、昨年

のように燃料費が高騰したといった場合にお

いても増額をさせていただいたという経緯も

ございます。 

   また、協定に関しましては、皆様議会のほ

うから指定管理の候補者としての議決をいた

だきまして、その後、基本協定という形で５

か年の基本協定を結ばせていただいておりま

す。さらに、各年度ごと、年度協定というこ

とで指定管理者側と協定を結ばせていただい

ておるところでございます。 

○石垣委員長 「９番鈴木英友委員」 

○鈴木委員 そうしますと、例えば年度協定の中

において、年度ごとに事業報告は受けている

と思うんですけれども、その内容によっては

管理業務変動というか、あり得るんでしょう

か。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まず、指定管理の候補者と

いうことでの議決の際に、債務負担行為とい

う形で５か年の債務負担行為を予算上起こさ

せていただいております。その際に、やはり

去年に引き続き今年も電力等の高騰が見込ま

れるということで、当初予定していた指定管

理料よりも増額した年度当初の予算とさせて

いただいておるところであります。さらに、

また年度途中でいろんな事案があった場合に

おいては、指定管理者側と協議をさせていた

だいた上で額の変更というのも想定されると

ころでございます。 

○石垣委員長 「９番鈴木英友委員」 

○鈴木委員 ありがとうございました。 

   終わります。 

○石垣委員長 以上で９番鈴木英友委員の質疑を

終わります。 

   次に、「10番林智委員」 

○林委員 よろしくお願いします。 

   それではまず、88ページ、６款２項１目林

業振興費の中からお聞きしたいと思います。 

   まず初めに、鳥獣被害対策実施隊報酬とあ

りますが、この内容と待遇等についてお聞き

したいと思います。 

   次に、同じく林業振興費の中になると思う

んですが、熊捕獲用のおり４基、町で保有し

ていると聞いていますが、そのうち１基壊れ

ているというふうに聞いていますが、その辺

の補修等々の内容どのようになっているのか

もお聞きしたいと思います。 

   次に、90ページ、７款１項１目の中で河北

発信事業費とあります。その中で、かほく魅

力発信事業委託料とあるのですが、この中身

についてまずお聞きしたいと思います。これ

も去年より増えているので、どのようにやっ

ているのか現状をお聞きしたい、予定のほう

をお聞きしたいと思います。 

   次に、92ページ、７款１項２目工業振興費

についてもお聞きしたいと思います。この辺、

工業団地のほうの企業誘致に関わる部分なの

かなと思うのですが、今年度問合せがあった
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際にも、令和２年の豪雨災害のときの土砂の

仮置場等ということで、ちょっとすぐに対応

できないということで断ったというようなお

話も聞いています。また、過去にも工業団地

という話があったときに、用地的に小さいと

いうことで断ったということなんですが、今

後そういったことがないようにお願いしたい

ということで、誘致についてお話をお聞きし

たいと思います。 

   あと、同じく92ページ、７款１項３目の中

で観光総務費の中に入ると思うんですが、イ

ンバウンドツーリズム推進業務委託料などに

ついて、どのようなところに委託しているの

か、この辺もお聞きしたいと思います。どの

ようなところに委託して、どのような内容で

計画しているのかをお聞きしたいと思います。 

   次に、96ページ、７款１項５目の中のどん

がホール費なんですが、修繕費が昨年までの

７倍ぐらいになっているのですが、なぜその

ようになっているのか、これまで修繕しない

で取っておいたのが今回の指定管理者の変更

に伴うことによって出てきているのか、その

辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

   次に、100ページ、８款２項２目道路維持

費の中で街路樹管理業務委託料などあります

が、例年シルバーさんに多分頼んでやってい

るんだと思いますが、毎年手入れのほう大変

していただいて助かっていますが、やはり町

なか、歩道を歩いていると、どうしても顔の

高さまで枝が落ちてきていて、とても通行に

危険と感じるような部分が多々、何か所か見

受けられますが、その辺どのように検討して

いるのか、今後の予定としてお聞きしたいと

思います。 

   あわせて、104ページ、８款４項２目の中

でも都市公園費の中でも街路樹管理でありま

すが、中央公園の中のウオーキングコースと

いうんですか、そこもですが、先日私もあそ

こを回らせていただいたんですが、全部とは

言いませんが一部ですが、やはり顔の高さま

であると、グループであの中をウオーキング、

ランニングしているときに、どうしても目の

高さにあると、とても枝先伸びていると危険

というふうに感じています。その辺も来年度

の予定についてお聞かせをいただければと思

います。 

   最後に、106ページ、８款５項１目住宅総

務費についてお聞きします。その中で河北町

持家住宅促進事業費補助金、毎年とても好評

だと聞いていますが、やはり例年、今の時期

というのが一番仕事が、一番仕事があるわけ

ではありませんが、これから春に向けてとい

う方がいらっしゃっても、３月いっぱいで事

業が、工事が終わらないと対応にならないと

いうことで、対応していただけない方も何名

かいらっしゃると聞いています。債務負担行

為などそういった制度を使いながら、年度を

またいで処遇というか、対応できないのかに

ついて検討をお聞きしたいと思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「宇野農林振興課長併農業委員会

事務局長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 初め

に88、89ページ、６款２項１目林業振興費の

中の鳥獣被害対策実施隊員の報酬についてで

あります。 

   報酬につきましては、来年度18名を予定し

ておりまして、年間3,300円の予定でありま

す。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まず、91ページ、７款１項

１目商工総務費の４番の河北発信事業費の中

の委託料ということで、かほく魅力発信事業

委託料でございます。 

   こちらのほうは、都内で河北町の魅力を発

信するための事業となっておるところであり
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ます。来年度におきましては、せたがやふる

さと区民まつり、それからみなと区民まつり、

それから東京丸の内における青空市場、それ

からマルチカという地下の出店ということで、

昨年よりも回数を増やして実施させていただ

きたいと考えております。 

   次に、93ページ、７款１項２目の３番の工

業振興費の企業誘致に関わることかと存じま

す。 

   昨年まで河川関係での土砂ということであ

ったわけなんですが、昨年１件、企業の立地

の申込みをいただいたわけなんですが、我々

としても期待を持ちまして進めておったわけ

なんですが、企業側さんの諸般の事情で取下

げになったということでございます。土砂も

全て撤去になりまして、今後も積極的な企業

誘致活動に努めてまいりたいというふうに考

えておるところであります。 

   同じく93ページ、７款１項３目インバウン

ドツーリズム推進業務委託料でございます。 

   こちらのほうは、委託先といたしまして地

域商社かほくらし社への委託となっておりま

す。委託料の内容につきましては、地域おこ

し協力隊１名分を活用して企業のほうに委託

型の地域おこし協力隊ということであります。

インバウンドツーリズム、今後進めていく中

で運営、それから営業、そういったもので活

用できればというふうに考えておるところで

ございます。 

   続きまして、97ページ、７款１項５目商工

施設費のどんがホール費の修繕料でございま

す。 

   基本的に修繕料の考え方といたしましては、

経年劣化等による更新、修繕、そういったも

のを含めて年度ごとに予算規模が変わってく

るところでございます。令和６年度におかれ

ましては、自動火災報知機感知器の更新とい

うことで約190万見込ませていただいておる

ところであります。あと、そのほかの30万に

つきましては急破修繕費といたしまして、急

な修繕に対応できるように30万見込ませてい

ただいたところでございます。 

   以上です。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 100ページ、８款２項２目

街路樹の樹木管理の委託料のことについてで

ございます。 

   私どもも今から、４月から受託する方と協

議しまして、うちのほうもある程度パトロー

ルもしてその辺の指示もして、きれいに整備

していきたいと思っておるところでございま

す。 

   また、同じ104ページの８款４項２目都市

公園費の樹木管理につきましても、同じよう

に今後受託者と打合せをして、なるべく迷惑

のかからないように、走っても歩いても危険

のないような管理をしていきたいと思ってい

るところです。 

   106ページ、８款５項１目の住宅総務費の

持家の補助金ではございますが、こちら県の

ほうの事業も一緒にやっておりまして、県の

ほうも年度内、３月10日まで実績報告を出さ

なければいけないということになっておりま

して、今のところなかなか債務負担というの

は難しいことだと考えておるところです。 

○石垣委員長 「宇野農林振興課長併農業委員会

事務局長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 大変

失礼しました。先ほど88、89ページ、６款２

項１目林業振興費でありますけども、実施隊

員の報酬でありますけれども、3,300円と申

し上げましたが3,000円の誤りでございます。 

   あともう１点、熊おりにつきましてですけ

れども、現在３基ございます。そのうちの１

基が昨年の捕獲作業中に破損して、扉が片側

開かないという状態であります。そうしたと
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ころですので、来年度１基、新たに購入した

いというような内容でございます。破損につ

きましては、扉が開かないという状態であり

ますので、決してそのまま使えないわけでは

ないんですけれども、ちょっと修繕するには

かなり難しいといいますか、かなり頑丈なも

のですので、使えないわけではありませんの

で、場合によってはそれも使用して捕獲に携

わっていく、かけていくということも考えて

おります。 

○石垣委員長 「10番林智委員」 

○林委員 ありがとうございます。 

   この鳥獣被害対策の報酬ということで、１

人3,000円ということですが、ちなみにその

隊員さんの身分、身分という表現をしていい

のか分かりませんが、どのような待遇になっ

ているのか。例えば消防団であれば非常勤の

公務員扱いというものもありますが、この隊

員さんの身分等、どういうふうになっている

のかをお聞きしたいと思います。 

   また熊の捕獲おりですが、１基購入という

ことですが、昨年度は今までにないほどの熊

の出没ということで、壊れた分の１基の補充

で実際間に合うのか、もう少しそれを増やす

という考えはなくていいのかというのを、併

せてお聞きしたいと思います。 

   次に、90ページ、７款１項１目ふるさと発

信事業のほうですが、首都圏でのＰＲという

ことでよりいいＰＲを、河北町のＰＲをして

いただければと思います。あわせてですが、

せっかくそうしてやっていく中で、款項目違

うんですが、先ほどほかの課のほうで河北町

の定住促進のＰＲなども首都圏でやっている

ということなんですが、そういったところを

連携などしながらやれば、よりよいＰＲにな

るのかと思うんですが、そういった考えはな

いのかも併せてお聞きしたいと思います。 

   92ページ、７款１項２目の工業振興費です

が、去年まで、今年度あった豪雨災害の撤去

終わったということで、今後は問合せあれば

スムーズな対応ができるということで、何年

かに１回という言い方は失礼なんですが、い

ろんなＰＲをしてもらいながら企業誘致頑張

っていただいていると思うんですが、とにか

くいただいたお話はなるべく断らないで受け

て、より工業の発展というのが河北町の発展

につながり、そして人口増へもつながる部分

と思っていますので、とにかく誘致、立地、

進出の問合せがあったときは断らないで、受

けられるような対策をしっかり取っていただ

けるようにお願いしたいと思います。 

   92ページ、７款１項３目のインバウンドツ

ーリズム推進委託料のところで、地域商社に

委託しながら協力隊１名分の費用ということ

なんですが、これは、この部分でも協力隊の

方を１名雇用しているというふうに受け止め

ていいのかを改めてお聞きしたいと思います。 

   あと街路樹剪定のほうですが、いろいろパ

トロールしていただきながら、確認していた

だきながらやっていることと思います。やは

り生きている木ですので、幾ら剪定してもど

んどん伸びてくるのは分かるんですが、歩い

ていても顔にかかる高さ、やはりそこの歩道

を自転車で乗られる方も実際いらっしゃいま

す。ある程度のスピードで行ったときに、枝

先伸びていて目に入ってけがなんていうこと

になると、そういった管理料よりも多大なる

負担が出てくる可能性もありますので、その

辺の管理のほうだけはしっかりとしていただ

けるような予算設計をしていただきたいと思

います。ということで、再度お願いします。 

○石垣委員長 「宇野農林振興課長併農業委員会

事務局長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 まず、

鳥獣被害対策実施隊員の身分ということであ

りますけれども、こちらにつきましては地方
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公務員法におきます、規定します非常勤の特

別職というふうになってございます。 

   あと熊おりの増加ということでありますけ

れども、昨年わなを仕掛ける際、いろいろ協

力隊と共にわなを仕掛けていたところですけ

れども、今の３基プラス１つ壊れていますけ

れども、その体制で、今のところはそれで手

いっぱいというか、そういった感じでござい

ますので、今のところそれ以上増やす考えは

ないということでございます。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まず、第１点目の魅力発信

事業の移住定住との連携ということのご質疑

かと思いますが、かほく魅力発信事業、都内

３か所で回数も増やして来年度実施する予定

でございます。こういった場を利活用するに

は、やはり横の連携を取って移住定住も含め

たＰＲが必要だと考えております。所管外に

はなりますけれども、移住定住のほうで旅費

を予算計上させていただいた上で、連携を取

って進めてまいりたいというふうに考えてお

るところであります。 

   それから企業誘致に関してでございますが、

我々担当職員、断るということではなく、い

かに誘致できるか、いかに寄り添った対応を

できるかというところを心がけて誘致に努め

ているところでございます。新年度におかれ

ましても、県外でのセミナー等に積極的に参

加させていただきまして、誘致、立地できる

ように努めてまいりたいというふうに考えて

おるところでございます。 

   それから、インバウンドの推進事業でござ

いますが、令和５年度からこの委託をさせて

いただいておりますが、残念ながら地域おこ

し協力隊募られていないという状況でござい

ます。引き続き新年度も募集をした上で、か

ほくらし社のほうに委託にはなりますけれど

も、町も協力しながら努めてまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 樹木管理についてお答えし

ます。 

   やはり安全というのが一番大事だと思いま

すので、今後も注意深くパトロール等しまし

て、また予算もそのようなことがないような

予算組みをして、今後も管理をやっていきた

いと思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「10番林智委員」 

○林委員 ありがとうございます。 

   まず、鳥獣被害対策隊員さんということで、

身分は非常勤の公務員ということですが、や

はり消防団のほうも非常勤の中で報酬の見直

しになっている中、こういった鳥獣被害の隊

員さん、やはり本業がありながらそういった

ときに協力してくださるということで、その

辺の報酬等もしっかり見直ししながら予算の

ほうを組んでいただければなというふうに思

っています。その辺、今後の課題としてでも

結構ですので、ぜひ、やはり農家さんにして

みれば被害は大変なことだと思いますので、

そういったときに協力してくださる方が減ら

ないように、人数的には間に合っているのか

もしれませんが、よりよい協力が得られるよ

うな対応をしっかり今後検討していただけれ

ばと思います。 

   かほく魅力発信事業でもそういった自分の

課だけじゃなく、ほかの課との連携大変すば

らしいことだと思います。先ほどの中でも、

ちぇっと雪ふる河北町の女子会事業なども、

例えばそういったところでＰＲしていただけ

ることによって、こんなおいしいものが食え

るのかということで、そこでちょっと移住体

験してみようかなというのが増えたりもする

かもしれませんので、そういったＰＲなども

併せてやっていただければ、よりよい河北町
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のＰＲになるのかと思いますので、併せてお

願いしたいと思います。 

   一応お願いという形で質問を終わりたいと

思います。 

○石垣委員長 以上で10番林智委員の質疑を終わ

ります。 

   次に、「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 私のほうから２点質疑をさせていた

だきます。 

   最初は、予算書94、95ページ、７款１項４

目動物園費でございます。これについては一

般質問で一部同僚議員からの質疑がありまし

たが、それとはちょっと違う内容で私のほう

からちょっと質問をさせていただきます。改

めて令和７年４月にリニューアルされる整備

の内容と、そのリニューアルを行う目的を改

めてちょっとお聞きしたいと思います。 

   もう１点、予算書104、105ページ、８款４

項２目、いもこ列車の一般公開事業でありま

す。これは、前年度が４月から11月の各月１

日で８日間、令和６年度については８月を除

いて３月から10月までの７日間を予定されて

いるようですが、それの公開日の設定、どう

いったいきさつで設定されているのかを、ま

ずはお聞きしたいと思います。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 94ページ、95ページ、７款

１項４目観光施設費の中の動物園整備費にな

りますかね。そちらのほうの、いわゆる児童

動物園リノベーションに関わる目的、内容で

ございますが、目的といたしましてはにぎわ

い創出、それから情操教育といった主な目的

でございます。これまでにいろんな会議の場

でお示しさせていただいております。 

   改修内容につきましては、仮称ではござい

ますが、ふれあい施設という形で、１階にお

きましてはふれあいコーナー、キッズスペー

ス、それから動物の救護処置室、授乳室、そ

れからトイレのほかに小動物の展示スペース、

こちらには小動物を提示する予定しておりま

す。２階につきましては憩いの場としまして、

ワークショップなどで活用可能な多目的スペ

ース、それからウサギなどの展示室、さらに

は飼育員室のほかに倉庫を２部屋設置する予

定でございます。 

   また、ふれあい広場の整備につきましては、

これまでの水鳥池跡地に新たなスペースとい

たしまして、屋外のふれあい施設ということ

で動物ができるような広場を設置する予定で

ございます。また、羊、ヤギといった餌やり

などのふれあいの体験の場とさせていただく

ことを考えております。 

   そのほかには、遊具、公園施設の再整備と

いうことで、鉄棒などの更新はもちろんです

が、カンガルージャンプ、それからちびっこ

マウンテンなどの新たな設置を考えていると

ころであります。 

   それからバリアフリー化ということで、園

内の通路、アスファルト部分を拡張する予定

でございます。さらには、ふれあい施設内に

エレベーターを設置させていただいて、幅広

い年齢層の方の利便性に努めてまいりたいと

考えておるところであります。 

   最後になりますが、魅力アップ、それから

発信力を強化するために、令和６年度で児童

動物園のブランディングを担っていただく地

域おこし協力隊を配置する予定でございます。 

   以上でございます。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 104、105ページ、８款４項

５目、いもこ列車についての質問でございま

す。 

   公開日としましては、３月というのは実は

今回ひなまつりが３月中に行われるというこ

とで、５年度のほうの予算になっておるとこ

ろでございます。４月から10月までというこ
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とで６回という形で公開をしていますが、一

応ゴールデンウイークはこどもの日というこ

とや、べに花マラソンに合わせた日程、また

はどんが祭りですとか、かほくほくほくまつ

りに合わせた日程ということにしております。

５年度、ちょっと８月と11月もやったところ

だったんですけれども、８月はちょっと暑過

ぎてなかなか乗る方も大変だということと、

11月はちょっと寒くて機械に負担がかかると

いうことで、ちょっとそこは抜かせていただ

いて、また令和５年度としましてはかなり取

材が来まして、そのときもちょっと臨時に運

行したりしていますので、その辺のことも一

応見込んでいるところでございます。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 ありがとうございます。 

   ちょっと再質問させていただきます。 

   まず動物園の件なんですけれども、執行部

の課長の答弁のほうから予測すると観光が主

目的なのかな。要は改めてお聞きしますが、

動物園の運用の主目的というのは観光なのか、

教育なのか、それともそのほかなのか改めて

お聞きしたいのと、この事業については、タ

ーゲット、要は子育て世代なのか、観光客誘

致のためなのか、そのあたりを再度お聞きし

たいと思います。 

   また、いもこ列車一般公開事業についても

改めて再質問させていただきます。この公開

日は昨年、祝日も含めた日曜日が主にされて

いるかと思うんですけれども、今回６年度は

日曜日ですよね。その設定というのは前年を

踏襲しているような形になっていますか。そ

のあたりを再度お聞きします。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 児童動物園の主目的でござ

いますが、先ほど私のほうから答弁させてい

ただきましたが、にぎわい創出という点では

観光も含めたにぎわい創出というふうに考え

ておるところであります。さらには情操教育

の一環ということで、動物の愛護も含めた形

での施設ということであります。予算上も観

光費の中で位置づけておるわけなので、観光

が主な目的というふうにも捉えられるのかな

と思っております。もちろん子育て世帯なの

かというところでありますが、やはり我々考

えているのは、児童動物園、名のとおり児童

動物園であります。子供さんにたくさん来て

いただく。それにはもちろん親御さんもつい

てくると。そうした上では、にぎわい創出に

結びつくのかなというふうに思っております。

さらには小動物が多いわけですので、３歳未

満のお子さんが初めて動物園を訪れる場とい

う位置づけで、未就学児が動物園デビューす

るようなイメージを持った動物園にやってい

きたいなというふうに思っているところであ

ります。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 いもこ列車の公開日につい

てでございます。やはり町のイベント、先ほ

ど言いましたように、ひなまつりですとかど

んが祭り、またはべに花マラソン、ほくほく

まつりなど、そのようなイベントに合わせて

やっているところが多いですので、ほぼほぼ

前年度踏襲という形で予定は組んでいるとこ

ろでございます。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 改めて再質問させていただきます。 

   まず、動物園のことで改めて再質問なんで

すが、子育て世代等、お子さんがいっぱい来

られるような形でのにぎわい創出ということ

がありましたが、たしか令和５年５月の全員

協議会の場で、こちらの費用を捻出するため

にクラウドファンディングという説明があり

ました。それの現在の進捗、それと今後の見

通し、そのあたりの状況を再度お聞きしたい

と思います。 
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   また、いもこ列車一般公開についても再度

ご質問させていただきます。おおよそ町のイ

ベントに合わせて公開されているということ

で、前年踏襲だろうという答弁がありました

が、例えばひなまつりなんかは２日間やりま

すよね、30、31日、今回。令和５年度になり

ますけれども。また、例えばこどもの日なん

かは大型連休が入っています。３、４、５と

かですね。あと、どんが祭りも今年度であれ

ば、９月15日に公開されるのであれば、例え

ば14、15、16ということでどんが祭りが行わ

れる可能性があるということだと思うんです

ね。そういった先ほどの課長の答弁の中にも

ありました、非常にメディアからも一応取り

上げられて、注目度の高い公開事業というこ

とであれば、例えば土日も含めた連続してや

るとか、お祭り中はいもこ列車も公開します

とかいう形でのお考えはないのかどうかをお

聞きしたいと思います。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 児童動物園ふれあい施設の

いわゆる財源ということのご質疑かと思いま

す。ガバメントクラウドファンディングの活

用は、令和６年度において予定しておるとこ

ろであります。金額については、今後検討を

進めた上で額のほうを示してまいりたいとい

うふうに考えておるところですが、時期につ

きましては10月ぐらいをめどに開始ができれ

ばなということで、関係する業者のほうとも

現在話を進めさせていただいておるところで

ございます。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 いもこ列車の公開日の連続

して２日間、土日ですとか、連休あるときは

連休に合わせてということのご質問ですけれ

ども、今のところ２日続けてというのを考え

たことがなかったので、今後検討はさせてい

ただきますが、やはり運転士の方も高齢です

ので体力等もちょっと鑑みて、いろいろ検討

させていただきたいと思います。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 ありがとうございます。 

   再度質問させていただきます。 

   動物園事業について、クラウドファンディ

ングについてですが、もともとの予算ありま

したよね、1,500万ですか。これのほかにク

ラウドファンディングで資金を募る、財源を

募るということの受け止めでよろしかったで

すか。 

   もう一つ、いもこ列車の一般公開事業で再

度お伺いします。やはりにぎわい創出の観点

から、ぜひやっていただきたいと思っている

ところではございますが、例えばやっぱり条

件が整わないとかいうことは確かにあると思

います。運転士の確保、整備する人の確保と

か、そういった条件が整わない場合があると

思いますが、条件が整った場合は実施いただ

く方向で前向きに検討いただけるのかどうか、

改めてお聞きします。 

   すみません、ちょっと発言取消しをさせて

ください。大変申し訳ございませんでした。

クラウドファンディングの予算というのは、

動物園の予算費の中に含まれて考えていらっ

しゃるものなのかどうかをちょっとお聞きし

たかったんですが、すみません。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 ガバメントクラウドファン

ディングの予算については歳入で見込まれる

ことから、現在のところ額の設定もさせてい

ただいていないので、まだ予算に計上する状

況ではございません。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 いもこ列車の公開について

でございます。先ほども申したように、いも

こ列車の運転士の高齢化、またスタッフの不

足等々でなかなか難しい現状ではあります。
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なので、ちょっと前向きに検討しますという

のをちょっと今言えないので、その辺はご勘

弁いただきたいと思います。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 先ほどは大変失礼いたしました。 

   まず動物園については、ぜひ進めていただ

いて、山形県内で唯一の動物園ということで、

ほかの市町村の方からも認知されている部分

がありますので、進めていただければなと思

いますが、動物園のことで再度ちょっと質問

させていただきます。先ほども申し上げたと

おり、山形県唯一の動物園ということでイン

パクトはあると思うんですね。その観点から、

ここ最近、公共施設を命名権ということでネ

ーミングライツを募集する事業が県やほかの

市で行っていることが見受けられます。 

   例えば山形県の総合運動公園の陸上競技場

は、南陽市の企業のＮＤソフトウェアさんが

命名権を取得して「ＮＤソフトスタジアム」

ということをつけているような形ですし、山

形県の野球場なんかは、山形市の企業でヤマ

リョーさんがネーミングライツ、命名権を取

得して「ヤマリョースタジアム山形」という

ことをつけている。また、同じく山形市のあ

かねケ丘陸上競技場は、ネッツトヨタ山形が

命名権を取得して「ネッツえがおフィール

ド」という命名をされている。それと、山形

市の南部児童遊戯施設、これは山形市のシェ

ルターという住宅リフォームを手がける会社

さんが命名権を取得して「シェルターインク

ルーシブプレイスコパル」という、何かちょ

っと横文字が難しい命名を行っている。また、

同じくシェルターさんが南陽市の市民文化会

館、これを命名権取得して「シェルターなん

ようホール」ということで同様に命名権を取

得している。 

   ネーミングライツの目的というのは、民間

企業の自由な発想を取り入れるということと、

企業側としては商品名、企業名がその施設に

つけば宣伝効果がある。また、その愛称をつ

けたことによってその施設の維持管理に貢献

できる、寄与できるという側面があると思い

ますが、そういったネーミングライツ、要は

河北町児童動物園をネーミングライツを募集

するというようなお考え、令和６年度中には

ないのかどうか、最後お聞きしたいと思いま

す。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 児童動物園ふれあい施設の

ネーミングライツのご質疑かと存じます。ネ

ーミングライツにつきましては、制度につき

ましては承知しているところでございます。

このたび予定しておりますリノベーション、

ふれあい施設、仮称ではございますが、ふれ

あい施設ということで設置をする予定でござ

います。このふれあい施設に企業名が入ると

いうこととすれば、果たしてどうなのかなと。

ふれあい施設に沿った一般公募で、より優し

いネーミングのほうが、私的にはそちらのほ

うが合っているかなと思っております。現在

のところ、一般公募によるネーミングという

ことで考えておるところであります。 

○石垣委員長 「11番奥山英幸委員」 

○奥山委員 ありがとうございました。 

   ぜひ、先ほども申し上げたとおり山形県唯

一の動物園ということで、インパクトは強い

かと思われますので、今後そのようなことも

ぜひ検討いただいて、私の質疑を終わりたい

と思います。 

   どうもありがとうございました。 

○石垣委員長 以上で11番奥山英幸委員の質疑を

終わります。 

   次に、「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 私のほうからは、４点質問させてい

ただきます。都市整備が１件、あと商工観光

が３件になります。 



 

- 209 - 

   まず、100ページ、８款２項３目道路新設、

下野真木線、4,800万円の一応令和６年度の

予算がついていますが、令和５年の段階で進

捗率がどの程度になっているか。そして、も

うかなり着工から年月が経過したと。そして、

議案調査の中では完成予定が令和10年度だと。

距離的には700メートル足らずぐらいのとこ

ろに10年もかかるのかと。一般質問のいろん

な同僚議員のほうからも質問あったように、

やはり産直に向かって走ってくるような道路

整備、これがやっぱり町の観光にはいいんじ

ゃないのと。あと、道の駅からの展望で、あ

そこがひなの湯ですよと。あそこが町民プー

ルですよと。そういうふうな観点から立った

ときに、ただ単に道を造っているわけじゃ決

してないので、もっと早期にやっぱり造るよ

うな考えでご検討していただけないかという

ことをちょっとお聞きしたいと思います。 

   あと次に、97ページ、商工観光課７款１項

５目源泉調査委託料。ひなの湯の源泉調査委

託料107万円。これ具体的にどの程度までの

調査が107万円になるのか、具体的にお示し

ください。非常に、一般質問でも申し上げま

したが、いつ何どき何があるか分からないと

いう状況は行政のほうも感じ取っていただい

ていると思うんですが、もう37年経過したと。

それを踏まえれば、地中700メートル近く埋

まっているところに、380メートル辺りのと

ころに亀裂があるかもしれない。そこで２度、

３度、地下水が浸入しちゃって温度低下の原

因をもたらしているということもつかんでい

るわけですので、その107万円で本当に、年

内調査終わっちゃって、そして、掘るにはや

はり２年、３年ぐらいの準備期間なんかも考

えれば、ひなの湯25周年記念で着工するぐら

いの、私は予算でいくのかなと思っていまし

たが、107万円になっている。この辺のとこ

ろをちょっと鑑みて、どこまでの工事状況を

考えているか、そういったやつをちょっとお

聞かせください。 

   あと次に、95ページ、商工観光課、動物購

入、オニオオハシを76万8,000円で一応購入

しますよという話をお聞きいたしました。オ

ニオオハシというのも私全然分かりませんで

したので、いろいろちょっと調べてみました。

鳥ですよね、南米産の鳥。体長が約40センチ

ぐらいと。そして、くちばしが約20センチぐ

らいだと。それを１匹買ってきて、新しくな

ったところに一応それを飼育すると。そして

見ていただきたいと。非常に物珍しい鳥かな

というふうな雰囲気はちょっと持ちました。

やはり南米産の鳥をこの山形に、本当に気候

的に合うのかなというふうなことを心配しま

した。多分小さいおりか何かに入れるのかな

と思いました。本来だったら、鳥はやっぱり

自由奔放に飛んでいていただければ一番いい

んですが、そんな施設がそこの中では当然造

れないと。そして先ほどのお話にあったよう

に、児童動物園という観点からしたときに、

くちばしが長いやつが幼児が触ろうとしたと

きに、つつくんじゃないかなというふうな不

安も持ちました。あと、当然鳥インフルエン

ザという内容も気になりました。そして、新

しい剥製館の代わりにある施設が、鳥がそこ

に居座るわけですので、本当に室内の空気洗

浄がきちんと保たれて、アレルギーの子供さ

んとかそういったところに心配がないのかな

ということも思いました。 

   76万8,000円という値段、これネットなん

かで見ると30万円からとなっているんですよ

ね。どこをどうやって76万円の値段になって

いるかというふうな内容についても具体的に

お聞きしたいと。そして76万8,000円で終わ

ればいいんですが、その後、室内を整備する

んですよと。冷暖房もつけるんですよと。あ

と何だかんだという内容が、附帯的な飼育す
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る上での備品関係、これが結構やっぱり私は

かかるんじゃないかなというふうに思います。

オニオオハシに決めたという所管のほうの決

定事項というか、検討中だと思うんですが、

内容についてお聞きしたいなというふうに思

います。 

   あと最後、91ページ、７款１項１目、先ほ

ど同僚委員のほうもお聞きになりましたが、

河北町の魅力発信事業委託という内容で、首

都圏で６回ぐらいのイベントを開催して、河

北町の魅力を発信するんだという内容をお聞

きいたしました。去年の多分秋だと思ったん

ですが、東京の丸の内、そちらのほうでイベ

ントが開催されました。うちの娘がすぐ近い

ものですから、お伺いしました。そうしたと

きに、山形の河北町の方が皆さん行かれるわ

けじゃ多分ないんじゃないかとは思うんです

が、アルバイトの方でした、対応していただ

いた方は。うちの娘は河北町出身なんですよ

というふうに言いましたが、全然話が通じな

かったと。だから、お父さん、あんなあれで

は駄目なんじゃないのと、もっと河北町のこ

とを知っていただいて東京生まれの方が対応

していただけるんだったらいいんだけれども、

全然訳も分からないような人が対応するんだ

ったら、あんまりうまくいかないんじゃない

ですかというお話をされました。やはり200

万近くのお金をかけて６回開催する、これ回

数は問題じゃないんですが、やはり魅力発信

につながるように、東京の方をもしそのとき

にバイト的に使うんだったら、河北町のこと

についてある程度知っていただいてアピール

していかないと、お金がやっぱりもったいな

いと。そのことについても、どのような人材

を配置して魅力発信事業を委託するのか。委

託に関してどこまで任せているのか。そして、

結果報告はどうだったのか。その辺のところ

をちょっとお聞かせください。 

   以上です。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 100ページ、101ページ、８

款２項３目道路新設改良費の補助になります。 

   下野真木線のほか１路線道路改良工事の件

についてですが、進捗率としては事業費ベー

スで約40％となっております。令和10年を完

成をめどに事業を実施しているところではご

ざいます。ちょっと遅れている、遅いかなと

いう委員のほうからありますが、やはり補助

事業ということもありまして、補助金の内示

等、交付決定等の金額や、あと用地関係につ

きましても未相続でなかなか進まないところ

もございます。そちらのほうもいろいろ全力

を尽くしてやっているところですので、なる

べく早めに完成して、道の駅からひなの湯、

または産直を結ぶ大事な路線ですので、でき

るだけ早く完成を目指していきたいと思って

いるところでございます。 

   以上です。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まず91ページ、７款１項３

目魅力発信事業の、いわゆる委託事業の中で

のアルバイトの対応ということでございます

が、この事業に関しましては、河北町商工会

のほうに委託をさせていただきまして、もち

ろんスタッフの旅費、人件費、それから会場

費等々含めて、４か所で行うというような事

業でございます。その中にはアルバイトの人

件費も含まれていると承知いたしております。 

   委員おっしゃるとおり、アルバイトに関し

ましては、やはり河北の魅力を発信する上で、

もちろん河北町のＰＲが必須になってくるか

と思います。その辺は十分注意しまして、魅

力を伝えていただくように、こちらのほうか

らも指導させていただければと思っておりま

す。また、こちらの会場のほうには、我々職

員、それから委託先の商工会の職員も出向い
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て一緒に販売を、ＰＲもさせていただいてお

るところであります。職員もアルバイトの対

応については十分注意しながらＰＲをしてい

ければなというふうに思っておるところでご

ざいます。 

   続きまして、95ページ、７款１項４目動物

園費の動物購入費76万8,000円でございます。

総務産業常任委員会でもお話しさせていただ

きましたが、オニオオハシという南米産の鳥

の購入を予定しております。委員おっしゃる

とおり40センチほどの鳥でありまして、くち

ばしが非常に特徴ございまして、20センチ、

色鮮やかなくちばしであるというところであ

ります。 

   この鳥の選定におかれましては、我々なか

なか素人的なところもございますので、関係

者のほうに新たなリニューアルする施設内で

展示する鳥、動物という観点からいろいろご

助言をいただきまして、このオニオオハシに

つきましては触れ合いも可能だということで

決定させていただいたところであります。も

ちろん施設につきましては１階の展示室、オ

ニオオハシ専門の展示室を考えておるところ

でございます。もちろん鳥インフル等となれ

ば、鳥に関しては展示できないと。放鳥舎も

含めてになりますけれども、そういう規制が

ございます。そういったときには十分対応し

なければいけないということと、それから、

触れ合いしたときに子供さんが手をかみつか

れないように、そういったところにつきまし

ては、今後購入いたしまして、飼育していく

上で十分注意してやっていければなというふ

うに思っておるところでございます。 

   続きまして、97ページ、７款１項５目のべ

に花温泉ひなの湯の源泉調査委託料107万

8,000円でございます。この調査につきまし

ては、町内約８か所のこれまでの地下水の数

値のデータを基にしまして、候補地の選定を

するという内容でございます。それだけでは

足りないのではないかということではござい

ますが、まず、この事前調査がなければ候補

地として選定はできないものと考えておりま

す。いきなり掘って当たるか当たらないかと

いうことではなく、まずそういったデータに

基づいて事前に調査をした上で、その場所の

選定も含めて検討する必要があるという観点

から、令和６年度におかれましては、この調

査費を計上させていただいたところでありま

す。これを基に、今後の整備計画も含めて進

めていくというところであります。ただしデ

ータ調査でございますので、実際に掘ってみ

たところ希望の温度、湯量が出るのかと言わ

れますと、そうではないと思います。近隣市

町におかれましても、新源泉を掘ったところ

温度が取れない、湯量が少ない、こういった

ケースは非常に多くなってきていると聞いて

おります。そうした観点から、まずは町内で

見込めるデータの調査をした上で、今後進め

てまいりたいというところで、令和６年度に

おいては調査費を計上させていただいたとこ

ろでございます。 

○石垣委員長 「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 ありがとうございました。 

   まず、下野真木線ですね。地域の人はひな

の湯バイパスというふうに言い始めた人もい

るんですが、とにかく工事が実際に始まるの

は12月、１月、２月ぐらいなんですよ。あと

は全然工事しないんですよね。農家の人は４

月から農作業でいろいろするからという、こ

れも十分分かります。でも、あまりにもやは

り遅過ぎると。そして、国の交付税が落ちて

こないからだというやつはスタートする前か

らもう分かっている。やはり道が開ければ、

そこは必ず活性化につながってくるんですよ。

こんな5,000万足らずの予算でもってなかな

か前に進展しないというやつは、すごくやっ
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ぱり私はもったいないと思いますし、既に

40％の消化率だと、進捗率だというんですか

ら、やっぱりあと２年、３年ぐらいの中で完

成にこぎ着けるぐらいまで、ちょっと頑張っ

ていただきたいなというふうに思います。こ

の件に関してはちょっと、後ほど町長のほう

からお話しいただければ幸いです。 

   あとオニオオハシ、これ20年ぐらいやっぱ

り生きるという鳥らしいんですよね。何歳ぐ

らいのオニオオハシを連れてくるのか分から

ないけれども、なかなか20年間、本当に頑張

ってこの動物園の中でちゃんと飼育できるか

ということも、きちんとやっぱり考えていた

だければなと思います。そして、いろいろネ

ットなんかで見ますと、ふんが結構軟らかい

ふんだということで、常に水洗いできるよう

なきれいな環境を保たなくちゃいけないとい

うふうに一応書いてありました。入れ替わり

立ち替わり様々なお子さんが来たときに、下

にふんがべちゃべちゃとあるような環境では、

これ誰もやっぱりきれいな環境だなというこ

となんかも多分言わないと思うし、ここにし

なさいよというふうにオニオオハシに言った

って聞くわけでないし、上からみんなぼたん

ぼたんと垂れ流すという状況なんかもあると。

そして、どの程度のおりに入れようとしてい

るのか。やっぱりあんまり小さいと動物虐待

にもつながってくると思うし、飛べるような

環境、こんなでっかい環境はなかなかつくれ

るわけでもないと思うし、皆さんから批判が

ないような鳥の飼い方ができるのかというこ

とを、ちょっと勉強した内容を教えていただ

きたいと思います。 

   あと首都圏のほうのやつに関しては、やは

りきちんと私は、アルバイトであったにして

も山形県の河北町がどこにあるんだと。そし

てどういうふうな町にあるんですよというこ

とをしっかりと教えていただいて、バイトさ

んであろうと誰であろうと、みんな河北町の

人がわざわざ東京に出てきて、そこで売って

いるのかというふうに思って立ち寄ってくだ

さるということをしっかりと考えていただけ

ればなと思います。回答のほうお願いします。 

○石垣委員長 「土方都市整備課長」 

○土方都市整備課長 ８款２項３目。下野真木線

ほか１路線の道路改良工事でございます。 

   委員おっしゃるとおり、当初からなかなか

交付金つかないところでございました。今で

きることをやりまして、本当に早めに完成で

きるよう頑張っていきたいと思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 事業の早期効果いうことで言えば、

やっぱり事業の進捗というのは大事なポイン

トかなというふうに思います。それは私も問

題意識としては持っています。ただ、いずれ

にしてもこのスキームで取りかかっている事

業でございますので、まずは財源確保という

のは非常に大事だと思います。そこは私とし

ても、できる努力をしていきたいというふう

に思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まずオニオオハシの展示の

スペースでございますが、約３メーター掛け

る２メーターぐらいのおりと考えております。

こちらのほうは、オニオオハシの飼育を想定

した敷地ということで設計させていただいた

ところであります。なお、オニオオハシの管

理、飼育につきましては、やはり展示スペー

スにあるということで、もちろんふんの処理

等については十分注意しながら飼育していく

ことが必要であると。現在も飼育員の方がし

っかりと飼育しておりますので、オニオオハ

シについてもしっかり飼育をしていただくと

いうふうに考えておるところであります。 
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   魅力発信につきましては、ご指摘のとおり、

十分注意を払ってＰＲ活動に努めてまいりた

いというふうに考えております。 

○石垣委員長 「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 おりなんですが、もう常に冷暖房を

365日24時間入れっ放しの状態で保つという

ふうに理解してよろしいわけですか。何度ぐ

らいの設定でするのか。そして、そこにかか

る管理費というのはどの程度見込んでいるわ

けですか。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 管理費につきましては、現

在のところ積み上げておらない状況でござい

ます。令和７年度オープンに向けて、管理費

等については予算のほうを計上させていただ

きたいというふうに考えております。 

○石垣委員長 「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 その辺もしっかりとフォローアップ

お願いしたいと思います。とにかく、くちば

しが20センチも長い鳥というのは、必ず俺つ

つくんじゃないかなというふうに心配するん

ですよね。まさか、つつかないように猿ぐつ

わして、そこにマスクみたいなやつをするな

んてことも当然いかないわけですし。本当に

児童動物園に合った動物なのかということを

検討していただきたい。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 オニオオハシにつきまして

は、オニオオハシのくちばしというのは非常

に特徴がございまして、自分の体内の温度管

理ができるくちばしになっております。この

選定については、現在、学芸員として会計年

度任用職員、元仙台八木山動物園の副園長の

阿部さんからもいろいろとご助言いただく、

それから仙台市の動物の専門学校でも飼育な

されていると。そういったところを踏まえま

して、総体的にオニオオハシの選定をさせて

いただいたところでございます。 

○石垣委員長 「12番吉田芳美委員」 

○吉田委員 一応分かりました。ただ、私的には

オニオオハシも非常にいいんですが、あの程

度のやつだったら例えばオウム、動物園にい

らっしゃいとかお話をしていただいたほうが

子供さん非常に喜ぶんじゃないかなというふ

うにも思いましたので、その辺も併せて適切

な動物になるようにお願いしたいと思います。 

   終わります。 

○石垣委員長 以上で12番吉田芳美委員の質疑を

終わります。 

   ここで２時30分まで休憩とします。 

     休 憩  午後２時１５分 

     再 開  午後２時２８分 

○石垣委員長 休憩を解いて再開いたします。 

   委員長から申し上げます。 

   10番林智委員の質疑に対する宇野農林振興

課長の答弁で、訂正したい旨の申出がありま

すので、これを許可します。 

   「宇野農林振興課長併農業委員会事務局

長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 大変

失礼しました。先ほど６款２項１目、熊おり

の件でございますけれども、現在４基ござい

ます。そのうち１基破損しております。来年

度１基購入予定ということで、よろしくお願

いいたします。 

○石垣委員長 それでは、５款から８款までの質

疑を続けます。 

   「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 では、お願いいたします。 

   ４点ほどお聞きいたします。 

   最初に、89ページ、６款２項１目林業振興

費の森林自然解析業務負担金136万4,000円の

ことでございます。先日の調査のときに、令

和５年度にレーザー測量を行っており、それ

らの解析に伴う負担金という事業内容の説明

がございました。この解析資料を今後どのよ
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うに活用されていかれるのか、その点をお聞

きいたします。 

   91ページ、７款１項１目商工総務費、かほ

く魅力発信事業委託料195万9,000円、先ほど

10番委員、12番委員も質問されておりました

けれども、別な観点から質問いたします。首

都圏において開催される６回に参加して、河

北町の魅力を発信したというふうに説明がご

ざいました。６年度は、昨年行われました開

催場所から新しく増やしていくという開催場

所はどのようなものがあるのか、ちょっとそ

こら辺をお尋ねをいたします。 

   93ページ、７款１項３目観光費、観光振興

費の広告料150万9,000円です。この広告料の

内容はどのようなものかお伺いいたします。 

   同じく95ページ、７款１項４目観光施設費、

動物園費です。12番委員も質問されておりま

したから、別な観点のほうからお尋ねいたし

ます。この動物借上料44万円。この内容につ

いて、どのような種類のものを借り上げてい

るのか、その内容をお知らせください。お願

いいたします。 

○石垣委員長 「宇野農林振興課長併農業委員会

事務局長」 

○宇野農林振興課長併農業委員会事務局長 初め

に88、89ページ、６款２項１目林業振興費の

中の森林環境譲与税事業の中にあります森林

資源解析業務負担金136万4,000円についての

お尋ねでございます。 

   こちらのほうは上空から測量しております

ので、そちらについて、例えばこれから森林

管理業務をしていくに当たりまして、どうい

った樹木の種類があるのか、そういったもの

を特定しまして、いわゆるそこから利益が出

るのかとか、そういったところを見計らいな

がら管理業務の計画を立てていくと。そちら

に活用していくという内容でございます。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 91ページ、７款１項１目商

工総務費の河北発信事業費の中のかほく魅力

発信事業委託料の質疑でございます。 

   令和５年度から令和６年度に向けて新たな

開催場所ということでは、世田谷区にござい

ます、せたがやふるさと区民まつりという祭

りに参加する予定でございます。このふるさ

と区民まつりにつきましては、町内出身者の

方からいろいろとご協力いただきまして、せ

たがや区民まつりが開催されると。そこでは

全国各地からいろんな物産ＰＲを行っている

と。世田谷区には三軒茶屋にあります「かほ

くらし」、アンテナショップがあるというこ

とで、この祭りに参加するに至っては、世田

谷区といわゆるゆかりがあるといいますか、

関係があるという市町村しか参加できないこ

とになっておるようでございます。山形県か

らは舟形町、それから令和３年ぐらいまでで

したか、尾花沢市といったところが参加して

おるようですが、現在のところは舟形町とい

うことでございます。既に世田谷区役所のほ

うと事前に協議させていただきまして、来年

度の出店におかれましては許可をいただいて

いるような状況でございます。 

   続きまして、93ページ、７款１項３目観光

費の観光振興費の広告費のご質疑でございま

す。 

   こちらの広告費につきましては、山形空港

の看板と、それからさくらんぼ東根駅の看板

の広告費になります。そのほかに令和５年度

から取り組んでおります、いわゆるＳＮＳで

のバナー広告ということで、年間４回、谷地

ひなまつり、べに花まつり、谷地どんがまつ

り、ふゆまつりといった年間４つの祭りにつ

きまして、ユーチューブ、それからインスタ

グラムで、紙媒体ではなくＳＮＳ上での効果

のある周知方法ということで、広告料を見込

んでおるところでございます。 
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   続きまして、95ページ、７款１項４目観光

施設費内の動物園費の動物借上料でございま

す。 

   こちらのほうは、例年８月上旬に開催させ

ていただいております「よるのどうぶつえ

ん」ということで、うまいもの横丁と連携し

た事業という形で取り組ませていただいてお

ります。今年度に関しましては、よるのどう

ぶつえんの際に触れ合うために、フクロウ関

係ですね。名前申し上げますと、コキンメフ

クロウ、メンフクロウ、ユーラシアワシフク

ロウ、シロフクロウ、ベンガルワシミミズク、

ユーラシアワシミミズクといった６羽のフク

ロウを、いわゆる夜行性でございますので、

よるのどうぶつえんで触れ合っていただくた

めに借上料を見込んだところでございます。 

   以上です。 

○石垣委員長 「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 ありがとうございました。 

   森林解析業務負担金はよく分かりました。

これからいろんなものに活用されて、森林を

開発されていかれることを期待します。 

   河北発信事業委託料、せたがや区民まつり

のほうに初めて参加されるということのご説

明でございましたけれども、私今まで何回も

こちらの魅力発信事業というのは、これまで

も行われてきたと思いますけれども、このイ

ベントをした効果などはきちっと分析されて

おられるのでしょうか。それで、それを分析

されたものをどのようにこれから活用されて

いかれるのか。そのようなこともお伺いした

いと思います。 

   広告料のほうですけれども、山形空港、東

根駅、バナー広告等に使われているという説

明でございました。私前回も質問したと思い

ますけれども、東根駅の展示なんですけれど

も、河北町の展示なんですけれども、私あそ

この通路を見たときに、あまりその展示に配

慮がないというのはいつも感じていたんです。

やはりもっと河北町、もっとＰＲできるやり

方があるんじゃないかと。そこには、やはり

谷地高校生の美術関係の方とか、芸工大の学

生さんの協力なんかも考えれば、まだまだあ

そこは新幹線の入り口ですので、河北町に入

ってくる入り口ですので、その辺ももっと力

を入れてやっていただいたほうが、この予算

が生きてくるんじゃないかと思っております

けれども、そちらの考え方をお聞きいたしま

す。 

   動物の借上料、分かりました。これはよろ

しいです。今やった質問にお答えください。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 まず、１点目の魅力発信の

分析でございます。これまで、埼玉県さいた

ま市大宮駅前でやっていた「まるまるひがし

にほん」、それからみなと区民まつり、いろ

んな会場でさせていただきました。最初は、

まるまるひがしにほんのほうで年３回という

形で開催させていただきましたが、一昨年で

すかね、みなと区民まつりというところで非

常に効果があると。さらに、東京丸の内のマ

ルシェ等に関しましても非常に売上げ、それ

から集客、そういったことを踏まえまして、

会場をいろいろと変えさせていただいており

ます。このせたがやふるさと区民まつりにお

かれましても、相当数の来客が見込まれます。

そうしたところを加味いたしまして、今回こ

の３会場で実施させていただきたいというこ

とで計上させていただいたところでございま

す。 

   それから広告料でございますが、まず、さ

くらんぼ東根駅の展示スペースの活用という

ことでございます。ご指摘のとおり、やはり

ちょっと魅力に欠けるといったご指摘もこれ

まであったと記憶しております。今後も、展

示するもの、それからポスター等も含めまし
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て、河北町の目に引くようなものを展示して

まいりたいなと考えておるのと、新年度で観

光のブランディングという形で地域おこし協

力隊１名配置する予定をしておりますので、

その辺の活用も含めまして、令和６年度に魅

力ある展示ができるよう努めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

○石垣委員長 「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 とても力強いお答えをいただきまし

て、私少し安心したんです。やはり東京です。

様々な方がいらっしゃいまして、山形県河北

町という名前を聞いただけで浮き浮きする方

もたくさんいらっしゃいます。そこで方言を

聞いたり、おいしい、懐かしい、そういう物

品なんかを見ると、本当に力強く河北町を応

援したいなと思う気持ちが湧くというのは、

とても効果のあることだと思いますので、ぜ

ひいろんな施策をして、いろんな考え方を持

って、しっかりポリシーを持って、この事業

を進めていただきたいなと。これまだまだ可

能性のある事業だと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

   駅のほうの展示なんですけれども、やはり

ただポスターを並べておくというだけではな

くて、テーマをきちっと決めて、例えば春だ

ったらこれを河北町はやっていますというも

のをきちっとテーマを決めて、そういう絞っ

ていろんなものを工夫されるというのは、や

はりこれから視点としては、私はそういうと

ころが大事だなと。ただ、べたべたポスター

を貼るだけではないという、そういう仕掛け

をしっかりつくっていただければありがたい

と思います。 

   それで、今、ルート48号線のところに河北

町の看板がございます。私あれを仙台から来

るとき見たとき、すごくうれしくなるんです

よね。そういう看板がやはりあるということ

が、私たち河北町に住んでいる人もそういう

ふうに思われる方も多いと思いますけれども、

新しく河北町に入ってこられる方も、とても

すてきな看板でというふうに思われて、どん

なところかしらと思いを持ちながら河北町に

お越しいただく方もいらっしゃるかなと思っ

ておりますので、これをルート287辺りにも

う１か所設けるという計画はございませんで

しょうか。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 魅力発信事業の看板設置に

なるかと思いますけれども、これまで国道48

号線の仙台寄りのほうに、肉そば、それから

ベニバナといった看板のほうを設置させてい

ただいております。仙台圏から来られるお客

様、それから山形から行かれたお客様からも、

非常に盛りだくさんだ、目立つような看板だ

ということで評価をいただいておるところで

ございます。ただ、新たな物件ということで

は、現在のところちょっとリサーチもしてお

りませんが、大分空いているところもあるよ

うですが、ほかの山形県内の市町村でも、大

分看板を大きくしたり増やしているところも

ございますので、その辺は状況を確認しなが

ら検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○石垣委員長 「14番細矢誓子委員」 

○細矢委員 本当にしっかりそういうＰＲに力を

入れて、河北町にお越しいただく方を増やし

ていきたいと私は思いますので、よろしくお

願いします。 

   終わります。 

○石垣委員長 以上で14番細矢誓子委員の質疑を

終わります。 

   次に、「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 よろしくお願いします。 

   90、91ページ、７款１項１目の説明の５番、

企業版ふるさと納税寄附事業費についてです。

こちらの募集方法についてまずお聞かせくだ
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さい。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 ７款１項１目商工総務費の

企業版ふるさと納税寄附事業の周知方法とい

うことでございますが、予算に計上しており

ます印刷製本費ということで、14万8,000円

計上させていただいておりますが、こちらの

ほうは、企業版ふるさと納税河北町バージョ

ンのパンフレットを制作する予定でございま

す。なお、ほかにはホームページ等で周知を

図ってまいりたいというふうに思っておりま

す。 

   あと、その下にあります手数料でございま

すが、これはいわゆる民間企業からの紹介い

ただいた分での手数料を見込んでおるところ

であります。これまでいろいろとお話を頂戴

している金融機関さん等に周知を図って、よ

り多くの企業版ふるさと納税をしていただけ

るように努めてまいりたいというふうに考え

ております。 

○石垣委員長 「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 パンフレットを作成するというこ

とだったんですけれども、こちらはどのよう

に配布を計画されているでしょうか。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 このパンフレットにつきま

しては、先ほど申し上げました金融機関等々

に、河北町のバージョンとしていわゆる関連

顧客、事業者さんのほうに配っていただくと

いう周知方法を考えておるところであります。 

○石垣委員長 「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 企業というのは、基本的に自分の

ところにメリットがないとなかなか動かない、

そしてまた日々忙しいというところで、金融

機関さんに置かせていただいても、なかなか

それを取っていただくというのは難しいとい

うふうに考えているので、金融機関さんと、

その配布の仕方についてぜひ協議していただ

きたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○石垣委員長 「軽部商工観光課長」 

○軽部商工観光課長 仮に金融機関と申し上げま

したけれども、金融機関さんのほうには、よ

り多く周知をいただくように、こちらのほう

からもお願いしてまいりたいというふうに考

えております。 

○石垣委員長 「３番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 周辺の市町村では、既にこの企業

版のふるさと納税について募集に力を入れて

おりまして、例えばですけれども、中山町で

は電話や郵送で各企業に送ったり、あとは西

川町ですと入札に来られた企業さんに町長が

直接募集をするんですね。そこまでしろとは

言わないんですけれども、費用対効果を考え

た上での募集をしていただければなと思って

おりまして、河北町のほうでもぜひ頑張って

いただければと思います。 

   以上です。 

○石垣委員長 ここで委員長からお諮りします。 

   本日はこれをもって延会としたいと思いま

す。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。よって、本日はこれ

にて延会とします。 

   明日、３月13日は午前９時までにご参集願

います。 

   お疲れさまでした。 

         午後２時４８分  延 会 
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